
第3表　石器観察表（2）
図 No 層 グリッ ド 番 号 器　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　　　 考

6 63 b H3 磨 製 石 斧 8 ．5 4 ．7 1 ．9 10 1 ．9 S l 基 部 は 礫 器 状 。表 面 と刃 部 を中 心 に研 磨 。

6 64 b ‾ 1 敲 石 10 ．2 7 ．0 4 ．1 3 67 ．8 S 表 裏 面 と もに よ くナ レて い る 。下 端 は 蛤 刃状 。

6 65 C 75 磨 製 石 斧 2 ．8 5 ．5 1 ．4 24 ．6 S l 光 沢 あ る研 磨 。刃 部 の み 残 存 。

6 66 b H 3 磨 製 石 斧 4 ．4 4 ．5 1 ．8 52 ．3 S 右 側 面 は ゆ る い面 をな す 。刃 部 側 の み 残存 。

6 67 b I3 敲 石 3 ．4 3 ．2 2 ．2 29 ．7 Sh 右 側 面 に 、ネ ズ ミの 噛 み 跡 の よ う な傷 あ り。

6 68 b J4 敲 石 3 ．3 3 ．4 2 ．9 40 ．7 S 上 下 面 に 敲 打 痕 。

6 69 Ⅳ A 区 1 84 敲 石 5 ．2 3 ．9 3 ．9 120 ．0 S 敲 打 痕 は 明 確 で な い。

670 Ⅳ ‾ 4 71 敲 石 9 ．7 5 ．2 3 ．6 2 67 ．0 S
磨 製 石 斧 の 転 用 。上 下 端 に顕 著 な 潰 れ 。石 器 胴 部 の 潰 れ

は 石 斧 時 の 装 着 痕 。

67 1 Ⅳ 15 10 敲 石 7 ．3 5 ．2 5 ．1 2 04 ．1 A n 風 化 著 し い。上 下 端 に 敲 打 痕 。

67 2 b 下 I3 3 敲 石 8 ．0 5 ．5 3 ．6 2 33 ．5 S 下 端 に 顕 著 な 敲 打 痕 。

67 3 Ⅲ ‾ ‖l 12 敲 石 5 ．2 3 ．6 2 ．6 6 5 ．5 S 下 端 に 敲 打 痕 。

67 4 A 11 85 敲 石 6 ．1 4 ．5 4 ．4 136 ．9 S 上 下 面 に 敲 打 痕 。

67 5 b H2 74 敲 石 16 ．4 7 ．7 5 ．0 9 3 3 ．2 S 下 端 に 敲 打 痕 。右 側 面 に帯 状 に潰 れ あ り。

67 6 b 下 I3 3 磨 石 9 ．1 7 ．8 4 ．4 4 5 8 ．5 O s 表 裏 面 に 磨 面 。

67 7 b 磨 石 10 ．0 7 ．7 5 ．0 5 0 7 ．6 S 上 下 端 に 敲 打 痕 あ わせ 持 つ 。表 面 の み 磨 面 あ り。

67 8 磨 石 10 ．8 8 ．7 4 ．5 5 74 ．1 S 表 裏 面 は 弱 い磨 面 。下 端 に敲 打 痕 か 。

67 9 Ⅳ A 13 72 敲 石 6 ．3 4 ．2 3 ．9 14 8 ．6 S 上 下 端 に 面 的 な 敲 打 痕 あ り。

680 A 1 49 磨 石 9 ．3 9 ．1 5 ．0 5．76 ．1 S 風 化 著 し く、使 用 痕 は 明 確 で な い。磨 石 と考 え ら れ る 。

68 1 b A 区 磨 石 9 ．6 8 ．0 3 ．8 4 19 ．1 O s 表 裏 面 に 磨 面 。

6 82 b I3 磨 石 6 ．9 6 ．7 4 ．0 2 85 ．5 O s 表 裏 面 に 磨 面 。周 縁 は 敲 打 痕 の可 能 性 あ り。

6 83 b H 4 磨 石 10 ．7 9 ．2 5 ．3 7 5 1 ．9 S 表 裏 面 に 磨 面 。

6 84 b J2 磨 石 10 ．8 8 ．8 4 ．4 6 30 ．3 O s 表 裏 面 に 磨 面 。上 下 端 に 敲 打 痕 を あ わ せ持 つ 。

6 85 b 3 49 磨 石 10 ．6 8 ．4 5 ．0 5 86 ．5 S 裏 面 に 磨 面 。

6 86 b I2 磨 石 10 ．9 10 ．1 5 ．1 8 44 ．4 O s 自然 礫 の 可 能 性 あ り。礫 形 は 不 整 形 。

6 87 b 1 51 磨 石 12 ．6 10 ．0 4 ．9 9 15 ．0 S 表 裏 面 に 顕 著 な 磨 面 。磨 面 に は 黒 色 の付 着 物 あ り。

6 88 b 4 磨 石 11 ．0 10 ．8 5 ．2 9 42 ．5 S 表 裏 面 に 磨 面 。

6 89 b 2 磨 石 12 ．3 10 ．5 4 ．2 7 39 ．2 An 多 孔質 な 石 材 。麦 裏 面 に 磨 面 。

6 90 b A 区 2 48 磨 石 7 ．6 9 ．2 4 ．5 4 89 ．7 O s 表 裏 面 に磨 面 。

69 1 Ⅳ A 区 2 57 磨 石 9 ．1 7 ．9 6 ．6 6 90 ．2 O s 礫 形 は 不 整 形 で 、平 坦 面 に 磨 面 あ り。

692 b H3 磨 石 9 ．7 8 ．4 3 ．8 4 66 ．7 S 表 裏 面 に磨 面 。

69 3 b 下 H4 4 磨 石 8 ．5 8 ．2 3 ．9 3 89 ．9 S 表 面 に 磨 面 。裏 面 中 央 に は 凹 み か。

69 4 b H3 磨 石 11 ．0 10 ．2 4 ．5 6 79 ．5 O s 表 裏 面 に 磨 面 。

69 5 b A 区 磨 石 11 ．4 8 ．7 5 ．5 8 0 2 ．6 O s 麦 裏 面 に 磨 面 。全 面 が 赤 化 す る。

69 6 b H4 磨 石 9 ．7 9 ．8 7 ．0 9 2 6 ．8 S 使 用 痕 が 明 確 で な い。自然 礫 の可 能 性 あ り。

69 7 b H2 磨 石 10 ．5 9 ．2 6 ．0 9 1 9 ．8 S 表 裏 面 に 磨 面 。

69 8 b H3 磨 石 9 ．7 8 ．3 4 ．1 4 6 7 ．8 O s 表 裏 面 に 磨 面 。

69 9 b 下 H2 2 磨 石 10 ．5 9 ．3 6 ．3 91 9 ．8 O s 表 裏 面 に 磨 面 。

70 0 b 下 H4 4 磨 石 10 ．7 8 ．9 6 ．3 91 7 ．8 O s 表 裏 面 に 磨 面 。

70 1 b ‾ A 区 3 4 1 凹 石 10 ．0 8 ．3 3 ．3 4 2 9 ．8 S 表 裏 面 に 凹 み 。

70 2 a A 2 26 凹 石 11 ．0 9 ．9 3 ．8 59 5 ．0 S 表 面 に 広 い 凹 み。

70 3 Ⅳ 1 132 石 皿 17 ．4 2 2 ．8 6 ．5 16 50 0 ．0 S 表 面 に ゆ る い 凹面 。裏 面 は赤 化 。

70 4 b 石 皿 24 ．4 2 7 ．4 7 ．4 80 0 0 ．0 S 表 面 に 凹 面 。

70 5 Ⅳ 1 132 石 皿 20 ．2 12 ．0 16 ．1 50 0 0 ．0 S
大 き く欠 損 。欠 損 面 以 外 は 顕 著 に 赤 化 。被 熟 に よ り欠 損

か 。

70 6 b 12 66 石 皿 15 ．3 16 ．3 10 ．8 43 00 ．0 S 表 面 に 大 きな 凹面 。

70 7 b H4 石 皿 14 ．9 2 2 ．5 3 ．3 20 00 ．0 S 下 半 を大 き く欠 損 。表 面 中央 の 凹面 が 使 用 面 か 。

70 8 Ⅳ 16 47 石 皿 18 ．0 2 0 ．8 12 ．0 35 00 ．0 S 大 き く欠 損 。風 化 著 しい。麦 裏 面 に ゆ る い 凹面 あ り。

70 9 b ‾ 8 17 石 皿 30 ．0 3 5 ．5 10 ．7 150 00 ．0 S ゆ る い凹 面 が 使 用 面 か。

710 Ⅳ 4 18 石 皿 2 5 ．4 26 ．6 7 ．4 60 00 ．0 S
表 面 は 顕 著 な 磨 面 が 残 さ れ る 。裏 面 の 剥 離 は 、石 核 と し

て 再 利 用 した も の か。

7 11 SI2 3 石 鉄 1 ．7 1 ．5 0 ．4 0 ．7 C h

71 2 SI2 0 15 石 族 1 ．6 1 ．4 0 ．4 0 ．5 O b l 左 胸 欠 損 。

7 13 転 2 石 鉄 1 ．5 1 ．5 0 ．5 0 ．8 O b2 右 脚 ・先 端 欠 損 。

7 14 転 3 石 鋲 未 製 品 2 ．2 1 ．9 0 ．9 1 ．7 O b l 表 面 先 端 近 くの瘡 の 除 去 に 失 敗 か 。

7 15 S I70 石 鍍 3 ．7 1 ．9 0 ．4 1 ．8 C h 右 脚 欠 損 。

7 16 S I18 1 掻 器 1 ．2 1 ．5 0 ．5 1 ．2 O b 麦 裏 面 に 礫 面 を残 す 。

7 17 S I64 6 石 錬 未 製 品 2 ．2 1 ．6 1 ．3 2 ．5 O b 厚 み と球 顆 の 除去 に 失 敗 。

7 18 P lO 削 器 5 ．1 3 ．4 1 ．2 2 0 ．5 S 風 化 著 しい。

7 19 転 2 石 核 4 ．2 3 ．0 2 ．2 2 4 ．7 O b

72 0 SC 15 1 二 次 加 工 剥 片 3 ．5 4 ．9 1 ．1 3 0 ．2 S h

72 1 転 3 別 語 4 ．2 6 ．8 1 ．3 3 9 ．3 S h 稜 線 の磨 耗 が見 られ る 。

72 2 S Il 23 石 鐘 12 ．6 9 ．3 4 ．6 70 7 ．7 S 裏 面 は黒 色 に変 して い る 。

72 3 S I64 1 5 石 核 2 ．4 1 ．3 1 ．4 2 ．6 O b 楔 状 の 剥 離 。

72 4 S I27 7 掻 器 2 ．5 2 ．8 0 ．9 6 ．0 C h 刃 部 の 加 工 は粗 い。石 鍍 未 製 品 ？

72 5 SC 13 33 削 器 8 ．6 6 ．1 1 ．5 6 7 ．1 S 右 側 線 は 稜 が 潰 れ る。

72 6 S I17 2 1 凹 石 8 ．2 4 ．2 4 ．2 33 6 ．4 S 表 裏 面 に 凹 み 。周 縁 に は 若 干 の 敲 打 痕 あ り。

72 7 S I9 2 磨 石 10 ．6 7 ．9 4 ．8 6 0 0 ．5 O s 表 面 の み 磨 面 。全 面 に 滑 らか で あ る 。

72 8 S I29 1 磨 石 11 ．5 10 ．4 4 ．8 8 76 ．9 S 麦 裏 面 に 磨 面 。

72 9 S I9 1 敲 石 11 ．7 9 ．2 6 ．9 10 14 ．8 S 下 端H こ敲 打 痕 。
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第3表　石器観察表（2）
図 No 層 グリッ ド 番 号 券　 種 長 幅 厚 重 量 石 材 備　　　　　　　 考

730 S Il 10 磨 石 12 ．0 9 ．9 5 ．7 9 93 ．0 O s 表 裏 面 に磨 面 。下 端 部 は 赤 化 。

7 3 1 凹 石 10 ．6 9 ．2 5 ．6 7 18 ．4 S 表 裏 面 に 弱 い凹 み 。

7 32 S I5 8 凹 石 9 ．7 8 ．7 4 ．6 52 1 ．6 S 表 面 に 弱 い 凹 み 。

7 33 S I2 9 5 磨 石 7 ．7 8 ．3 3 ．5 28 0 ．9 S 表 面 に 磨 面 。

7 34 S I5 8 1 磨 石 1 2 ．7 10 ．5 6 ．8 12 ．8 Os 表 裏 面 に磨 面 。表 面 中 央 に は 凹 み を あ わせ 持 つ 。

7 35 S Il 4 2 磨 石 9 ．3 6 ．3 4 ．8 37 4 ．6 Os 表 裏 面 に磨 面 。

7 36 ト2 7 3 5 石 鋲 1 ．5 1 ．2 0 ．3 0 ．4 An

73 7 ト2 5下 I4 石 鋲 1 ．4 1 ．4 0 ．4 0 ．3 Ob l 側 線 は 弱 い 鋸 歯 。

7 38 ト2 1 4 9 石 抜 1 ．6 1 ．4 0 ．4 0 ．4 Ob l

73 9 ト2 8 3 石 扱 1 ．5 1 ．5 0 ．3 0 ．5 Ob l 側 線 は鋸 歯 。先 端 欠 損 。

74 0 T 25 b 12 石 扱 1 ．7 1 ．3 0 ．4 0 ．6 Ob l 右 脚 を や や欠 く。

74 1 ト20 8 2 石 鉄 1 ．9 1 ．5 0 ．3 0 ．8 Ch 粗 い整 形 。

74 2 卜28 10 石 鍍 1 ．6 1 ．2 0 ．3 0 ．4 Ch 素 材 剥 片 面 を 裏 面 に 残 す 。表 面 に は 礫 面 。

74 3 ト26 2 3 石 鉄 1 ．7 2 ．3 0 ．5 1 ．3 Ch 先 端 か ら の欠 損 。

74 4 ト23 5 9 石 鋲 2 ．1 1 ．5 0 ．4 0 ．6 Ch 先 端 部 は再 加 工 。

74 5 T 25 b 下 14 石 鉄 2 ．4 1 ．5 0 ．4 0 ．7 Ob l 右 脚 欠 損 。

74 6 b下 I4 石 鉄 2 ．6 1 ．4 0 ．4 0 ．9 Ob l

74 7 ト25 石 級 1 ．7 1 ．6 0 ．4 0 ．6 A n

74 8 ト25 I3 石 錬 1 ．9 1 ．6 0 ．5 1 ．3 S 周 縁 に のみ 剥 離 整 形 。

74 9 ト25 I3 石 鉄 2 ．0 2 ．0 0 ．5 1 ．3 A n 先 端 ・左胸 を欠 損 。

75 0 ト2 5 I3 石 鉄 1 ．5 1 ．8 0 ．4 0 ．9 C h 先 端 を欠 く。

75 1 T 北 石 匙 2 ．4 2 ．5 0 ．8 4 ．0 C h 頭 部 を欠 く。

75 2 ト2 5 I5 石 放 末 製 品 3 ．1 3 ．0 1 ．0 6 ．8 C h

75 3 ト2 5 I5 掻 器 1 ．5 1 ．9 0 ．6 1 ．6 O b

75 4 ト2 5 I3 掻 器 2 ．9 1 ．9 1 ．1 6 ．4 An 右 側 面 は 折 断 。

7 5 5 ト2 5 H 2 削 器 5 ．2 3 ．2 1 ．3 14 ．1 S 先 細 りの 先 端 部 を作 出。石 錐 ？

7 56 ト2 1 100 細 石 刃 1 ．0 0 ．6 0 ．2 〈0 ．1 Ob l
O b l 素 材 の 細 石 刃 核 は 出 土 し て い な い 。偶 然 の 剥 片 の 可

能 性 あ り。

7 57 ト9 b 削 器 5 ．2 3 ．7 2 ．1 35 ．6 S 縦 長 剥 片 の 打 点 周 辺 に加 工 。

7 58 ト2 3 5 二 次 加 工 剥 片 4 ．8 3 ．8 0 ．9 16 ．4 Sh 稜 が磨 耗 。

7 59 T 北 削器 6 ．5 4 ．4 1 ．2 32 ．9 H l

7 60 ト2 5 b 下 I3 削器 7 ．4 3 ．5 1 ．8 46 ．9 S

7 6 1 ト2 5 13 削器 4 ．5 3 ．7 0 ．8 11 ．1 KS h

7 62 ト2 5 I3 石 核 4 ．5 5 ．0 1 ．5 25 ．7 Ch

7 63 T 北 石 核 6 ．3 2 ．9 1 ．8 33 ．3 Ch

7 64 ト2 5 H l 石 斧 4 ．5 6 ．1 1 ．6 69 ．0 S h

7 65 表 土 H 5 磨 製 石 斧 5 ．4 4 ．2 1 ．0 1 ．9 Sh 欠 損 著 しい 。

7 66 L 4 力 削器 8 ．2 5 ．7 3 ．1 1 23 ．0 S

7 6 7 K 8 力 楔 形 石 誅 2 ．7 1 ．8 0 ．7 3 ．6 Ch

7 6 8 H O ／ 2 7 0 石 鋲 未 製 品 2 ．8 2 ．6 1 ．1 5 ．7 Ch

7 69 H O ／ 2 3 2 削 器 2 ．5 4 ．2 0 ．7 6 ．4 Ob

7 70 b 削 器 6 ．5 6 ．9 2 ．5 12 0 ．9 S

7 7 1 H O／ 2 13 1 石 鉄 1 ．6 1 ．5 0 ．3 0 ．5 Ob l

7 72 石 鋲 1 ．9 1 ．5 0 ．4 0 ．6 Ob l

7 73 b H 4 石 鉄 1 ．9 1 ．6 0 ．4 0 ．7 Ob l 先 端 や や欠 け 。

77 4 HO ／ 2 12 9 石 族 1 ．5 1 ．5 0 ．4 0 ．6 Ch 右 胸】欠 損 。

77 5 H 5 石 鋲 2 ．6 1 ．4 0 ．6 1 ．3 C h 右 脚 欠 損 。

77 6 I2 5 石 鍍 2 ．3 1 ．6 0 ．4 0 ．8 C h 右脚 欠 損 。

77 7 D 10 13 石 鋲 2 ．4 1 ．9 0 ．6 1 ．9 Sh 先 端 欠 損 。

77 8 H5 石 鋲 1 ．1 1 ．2 0 ．3 0 ．4 O b 石 鉄 背 面 の稜 は素 材 剥 片 背 面 の 稜 。

77 9 HO ／ 2 1 25 石 放 1 ．3 1 ．5 0 ．4 0 ．7 O b 先 端 欠 損 。

78 0 HO ／ 2 49 石 族 2 ．2 1 ．6 0 ．4 0 ．9 O b l 両脚 欠 損 。

78 1 HO ／ 2 98 石 鉄 1 ．9 1 ．1 0 ．4 0 ．5 C h 左 脚 の み 残 存 。

78 2 表 採 石 鉄 2 ．4 1 ．3 0 ．6 1 ．4 A n 先 端 ・左 脚 欠 損 。

78 3 表 採 石 鉄 1 ．6 2 ．3 0 ．7 2 ．4 A n 先 端 欠 損 。

78 4 HO ／ 2 88 石 族 未 製 品 2 ．8 1 ．8 0 ．8 3 ．2 C h

7 8 5 D 砥 石 7 ．1 5 ．8 0 ．9 39 ．6 S h
砥 石 と した が 、性 格 は 不 明 確 。側 面 に も 擦 痕 が あ る 。裏 面

の稜 は 摩 滅 す る。

7 8 6 D カ 掻 器 4 ．5 3 ．0 1 ．4 17 ．9 S

78 7 C l 擦 痕 あ る石 器 4 ．5 3 ．3 0 ．4 5 ．2 S 擦 り切 り石 器 の 類 か。

78 8 HO ／ 2 74 二 次 加 工 剥 片 8 ．0 3 ．7 9 ．5 38 ．7 S h

78 9 麦 採 削 器 5 ．1 3 ．2 1 ．0 1 1 ．1 C h

79 0 F2 8 力 石 鉄 3 ．4 2 ．8 0 ．7 5 ．9 K Sh

79 1 D H 2 削 器 3 ．7 3 ．1 0 ．8 8 ．6 S

79 2 D S 区 磨 製 石 斧 13 ．0 5 ．8 3 ．4 3 42 ．6 S 刃 部 側 に 欠 損 。
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第2節　弥生時代以降の遺構・遺物

1遺構

遺構は、柱穴、溝状遺構や土坑などがわずかに検出されたのみである。溝状遺構はL－6′～0－

4にかけて北東に走る。全長約27m、北東部は調査区外に伸びる。幅約1m、深さ約30cm、床面は

北東部方向に約20cm傾斜し、断面はU字形で、部分的に二段掘りになっている。時期は不明。柱

穴は北側部分に集中し、中央から南部に散漫にみられる。柱穴からは弥生時代後半～近世までの遺

物が出土しているが、柱穴の時期を決定できるような遺物はみられなかった。柱穴より掘立柱建物

は7棟復元できた。掘立柱建物の主軸は基本的には等高線に直交し、傾斜に合わせて桁方向を決め

ている。また、建物は標高88．20mにSB5～7、標高88．60mあたりにSB2～4、そして最も

高い90．00m付近にSBlが作られ、標高に合わせ三つの分布域に分けることができる。

SBl：I－8グリッドに検出した。1間×2間の建物で、主軸をN－84．50　－Eにとり、面積

13．5血。桁行4．6m、梁行3．1m。各柱穴間の掘り方は径20「）50cm円形あるいは楕円形、深さ30～

40cm、柱根や柱痕跡は見られなかった。

SB2：K－6グリッドに検出し、SB3の南に位置する。2間×2間の建物であるが東梁のみ3

間となる。主軸はN－940　－Eを示し、面積15．04血を測る。桁行4．7m、梁行3．2m。各柱穴間

の掘り方は径20「）50cm、円形で、深さ15′～50cm、柱根や柱痕跡は見られなかった。

SB3：K－5グリッドに検出された。2間×3間の建物で、主軸はN－840　－Eを示し、面積

22．2鵬を測る。桁行6．0m、梁行3．7m。各柱穴間の掘り方は径20′～40cmの円形で、深さ20′）50cm、

柱根や柱痕跡は見られなかった。

SB4：L～M－4～5グリッドに検出し、最も北に位置する。2間×2間の建物であるが東梁部

の中央に柱穴を検出できなかった。主軸はN－620　－Eを示し、面積31．54正、桁行7．5m、梁行

4．15mを測る。各柱穴間の掘り方は径25～50cm、円形あるいは楕円形で、深さ10～30cm、柱根や

柱痕跡は見られなかった。

SB5：N－5グリッドに検出され、SB6の北側すぐに位置する。2間×3間の建物であるが西

梁部の中央に柱穴を確認できなかった。主軸はN－840　－Eを示し、面積16．90血、桁行5．45m、

梁行3．1mを測る。柱間は図示したとおりである。各柱穴間の掘り方は径25「）70cm、円形あるいは

楕円形で、深さ20「）50cm、柱根や柱痕跡は見られなかった。建物内部には中央西寄りに、遺構検

出面より約10cm高い面で焼土の広がりが確認されている。また、西梁とは約1m離れ、それに平行

して柱穴5個からなる柱穴列が認められる。柱穴列の長さは6．2m。柱穴は径20′～35cmの円形で、

深さ20～30cm。柱穴間の距離は北から1．9m、1．4m、1．15m、1．75mを測る。

SB6：N－5～6グリッドに検出され、SB5の南側に近接する。2間×3間の建物と推定され

るが、南東隅は調査区外となる。主軸はN－880　－Eを示し、面積は推定20．4血、桁行6．0m、梁

行3．4mを測る。各柱穴間の掘り方は径40～50cm、円形あるいは楕円形で、深さ10「）40cm、柱根

や柱痕跡は見られなかった。なお、SB5と同様西梁に平行して柱穴4個からなる柱穴列が認めら

れる。柱穴列の長さは4．2m、柱穴は径20′～30cmの円形で、深さ10′～20cm。柱穴間の距離は北か

ら1．1m、1．4m、1．7m。
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SB7：M～N－6～7グリッドに検出された。基本的には2間×3間の身合に四面庇が付く建物

で、主軸はN－880　－Eを示す。身合は面積21血、桁行6．0m、梁行3．5mを測る。各柱穴間の掘り

方は径30′～55cm、円形で、深さ10′～40cm、柱根や柱痕跡は見られなかった。庇は、梁に平行する

柱穴は身合の柱穴に概ね対比して掘られるが、桁行き方向の柱穴列は四隅の柱穴はあるものの他は

きわめて不規則に掘られており、庇かどうか疑問も残る。柱穴は径20′～40cmの円形で、深さ10′～

40cm。

2　遺物

遺物は、弥生時代後半から近世まで幅広い時代のものがみられるが、包含層や柱穴、撹乱層より

出土し多くは小片である。1′～5は弥生中期末から後期初頭の土器で6′～14は後期後半の時期にあ

たる。1は口縁がくの字に屈曲し頸部下に刻み目突帯をもついわゆる中溝タイプの賓である。口唇

部はややくぼむ。2は口縁部が外方に開く賓形土器で口径が最大径となる。3「）5は賓形土器の底部

で、3・4は底部が外方に張り出し外面は胴部下半ではパケ目のあとナデ、内面はナデ調整。5は厚

手の底部で若干の上げ底をなす。外面の調整は胴部上半はパケ目、下半は上半より細かなパケ目、

底部はていねいなヨコナデが施され、調整の重複状況を見ると上から順に行われたことが確認でき

る。内面はナデ。6・7は小型壷で、6は内外面とも横ナデ。口径8．2cm。7は口縁部がやや厚く短く、

くの字に外反し、胴部中位が最大径となる。底部は厚手の平底。外面は風化著しいがパケ目と推定

され、内面はナデ。底部はていねいなナデ。8は壷形土器の肩部で深いしっかりした横方向の線刻

が施される。線刻の形状については不明。9・10は複合口縁壷で、9は拡張部で内湾しながら内側

に伸びる。外面には細かな櫛措波状文が見られる。10は拡張部が欠損しているが、内面に拡張部接

合面が確認できる。内外面とのパケ調整。11～14は頸部がくの字に屈曲する賓形土器で、胴部上

位がやや張りだすものの、口径と胴部最大径がほぼ同一となる。11はやや口縁部が外反しながら伸

び、内外面ともパケ目調整。13は口縁端部が面取りされる。口縁部は内外面ともナデ、胴部は内外

面とも細かなパケ目。一部にスス付着。口径約24．5cm。14は外面の磨耗が激しく外面の調整は不

明。内面は細かなパケ目。15′～28は古墳時代初頭から前半にかけての土器で15は複合口縁壷で拡

張部は外方に内湾しながら長く伸び、口縁端部は細い。外面は若干風化しているがへラミガキが施

された可能性もある。内面はていねいなヨコナデ。口径13cmを測る。16～18は壷形土器でくの字

に屈曲する頸部に扁球あるいは球形胴になる小型の壷と考えられ、何れも内面には粘土繋ぎ目が残

される。17は外面へラミガキ、18はパケ調整。内面は粗いナデ。19は小片であるがタタキを有す

る棄形土器の胴部である。タタキを有する土器はこの一片のみで周辺から流れ込みの可能性がある。

20は長胴になる壷形土器で内外面とも風化が激しい。頸部から肩部にかけて3本の線刻が施され

ていた可能性がある。21は長胴壷の底部で丸底を呈する。外面は磨耗が激しいがヘラミガキと推定

される。22～25は底部で22は平底、23は厚手の平底で下半に胴部と底部を接合したときの指オサ

工が見られ、その部分に段差を有する。24は丸底で内外面ともナデ。25は薄手の平底をなす。26

は嚢形土器で頸部はあまりくびれず、口縁部は上方に長く伸び、端部付近で外反する。内外面とも

パケ目のあとていねいなナデ調整が施される。口径15．5cm。外面に一部スス付着。27は蛮形土器

でわずかに頸部が屈曲し口縁部は上方に伸びる。口縁部内外面はパケ目の後指オサ工、胴部、外面
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はナデ、内面は横方向のパケ目。口径22．5cm。28は高杯杯部で脚部から屈曲部付近にあたる。内

外面ともナデ調整。内面はヘラミガキ。29′～30は弥生土器片を加工したもので円形をなすが、用

途は不明。31～69は古代から近世にかけての遺物である。31～32は賓形土器で口縁部は大きく外

方に開き、口縁部内面はカキメ状のナデ、胴部内面には下から上への縦方向のヘラケズリが行われ

おり、この時期の特徴を有している。31は口縁部が厚手であるが、胴部中央は約3mmと非常に薄く

仕上げられている。32は胴部外面に口縁部内面と同様のカキメ状のナデが施される。口径28．0cm。
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第4表　白ヶ野遺跡包含層出土遣物観察表

遺物番号 種　 別 器　 種
法 量 （c m ） 調　 整 色　 調

胎　　 土 備　 考
口 径 底 径 器 高 外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

1 弥 生 璽 口縁 部 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 中 藤 タイプ

2 弥 生 賓 口緑 部 25 ．0 0 ナデ ナデ 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
2 mm 以下 の 灰、 茶 色の 鉱

物 粒 を多 く含む
口縁 ～胴 部

3 弥 生 蛮 底 部 6 ．00 横 ナデ ナデ にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 6 ／ 3 ）
4 m 以 下 の角 の 丸 い茶 、

灰 色の 粒 を含む
底 部 （上 げ底 ）

4 弥 生 蛮 底 部 6 ．75 横 ナデ　 パ ケ ナデ 浅 黄 （2 ． 5 Y 7 ／ 3 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 6 ／ 3 ）
2 mm以 下 の角 の 丸 い茶 、

灰 色の 粒 を含む

底 部 （上 げ 底 ）

炭 化物付 着

5 弥 生 璽 底 部 6 ．10
横 ナデ　 パ ケ

へラによる沈線文
ナデ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）

橙 （5 Y R 6 ／ 6 ）
橙 （5 Y R 2 ／ 5 ）
暗灰黄 （2 ． 5 Y R 2 ／ 5 ）

3 mm以 下 の赤 褐 色 の鉱 物
粒 を多 く含 む

6 弥 生 壷 口緑 8 ．0 5 横 ナデ 槙 ナデ 黄 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 8 ） にぷ い橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 4 ） 1 mm 以下の褐 灰色粒 を含 む

．7 弥 生 壷 口縁 8 ．30 4 ．80 11 ．35
縦 、横 、斜 パ ケ ナ

デ 黒斑
ナデ　 指 頭痕

橙 （5 Y R 6 ／ 6 ）

にぷ い橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 4 ）
橙 （5 Y R 6 ／ 6 ）

2 mm 以下 の 灰褐 色 粒 を多

量 に含 む

8 弥 生 壷 胴 部 5 ．8 0 横 ナ デ　 線 刻 ナ デ にぷ い 黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ）
3 mm～1 皿m大の褐色で角の丸い粒
2 皿丑～ で微 細な 黒色 粒

1 ．5 mm～微細 な灰 白色 粒

線 刻

9 弥 生 複 合 口縁 壷 3 条の覇描 波状文 横 ナデ にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 3 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 3 ） 1 mm大 の褐 灰色 粒 を含む

10 弥 生 複 合 口緑 壷 横 ナ デ　 パケ パ ケ にぷ い黄橙 （1 0 Y R ．7 ／ 4 ） にぷ い黄樟 （1 0 Y R 7 ／ 4 ）
1 ．5 mm 以 下 の茶 色 の 鉱

物 粒 を含 む

1 1 弥 生 蛮 口緑 部 17 ．40 斜パ ケ 槙 、斜 パケ にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ）
2 mm 以下 の 角 の丸 い茶 色

の粒 を多 く含 む

12 弥 生 蛮 口線 部 ナデ 黒斑 樟 （7 ． 5 Y R 6 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ）
4 mm 以下 の 角 の丸 い茶 、

灰色 の粒 を含 む
風 化著 しい

13 弥 生 聾 口縁 部 2 4 ．40 横 ナ デ　 斜 パ ケ 横 ナデ　 斜 パケ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
2 m 以 下 の茶 褐色 の鉱 物

粒 を多 く含む ‘
スス付 着

14 弥 生 聾 口緑 部 2 4 ．95 横 ナ デ パ ケ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
2 ．5 ミリ以下 の茶、 灰、

白色 の鉱物 粒 を多 く含む
風 化著 しい

15 土 師 器 壷 口綾 部 13 ．00 横 ナ デ 横 ナデ 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 6 ／ 3 ） 精良

16 土 師 器 壷 頸 部 横 ナデ 橙 （5 Y R 6 ／ 8 ） 橙 （2 ．5 Y R 6 ／ 6 ）
1 m m大 の灰 白 色粒 を まば ‾

らに 含む
風 化著 しい

17 土 師 器 壷 頸 部 ヘ ラ磨 き 橙 （7 ．5 Y R 7 ／ 6 ） 褐灰 （7 ． 5 Y R 4 ／ 1 ） 1 mm 大の 灰白色 粒 を含む

18 土 師 器 壷 胴 部 パケ ナ デ　 指 頭痕 橙 （7 ．5 Y R 7 ／ 4 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ） 1 m 以 下 の赤 褐色 、 白色

の鉱物 粒 を含 む

内面 に 粘土 の 繋

ぎ痕

19 土 師 器 喪 胴 部 平 行 タ タキ ナ デ にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ）
3 m 以 下 の茶 、灰 色 の鉱
物粒 を多 く含 む

20 土 師 器 壷 胴 部 パケ 縦、 斜 ナデ にぷ い橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 4 ） 明褐 灰 （7 ． 5 Y R 7 ／ 2 ）
餉 Ⅶ大 の灰 自 粒 をま ば ら

に含 む

21 土 師 器 壷 胴 部 横 、縦 ナ デ 黄橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 8 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 3 ）
4 m 以 下の 灰 褐色 粒 を多

く含 む
風 化著 しい

22 土 師 器 壷 底 部 3 ．0 0 ナデ ナ デ
明褐 灰 （7 ． 5 Y R 7 ／ 2 ）

橙 （7 ．5 Y R 7 ／ 6 ）
灰 （5 Y 6 ／ 1 ） 3 mm大 の灰 白 を含む

23 土 師 器 蛮 底 部 4 ．4 0
斜 ナデ

指 頭痕
横、 斜 ナデ 明黄褐 （1 0 Y R 7 ／ 6 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ）

3 mⅢ以下 の 灰 褐色 粒 を多

く含 む

24 土 師 器 壷 底 部 ナデ ナ デ にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ） 明黄褐 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
1 mm 大 の灰 褐 色粒 、微 細

な透 明光沢 粒
黒 斑

25 土 師 器
鉢 底 部 6 ．2 0

横 ナ デ 横 ナデ にぷ い黄橙 （1 0 Y R 7 ／ 4 ） 浅 黄橙 （1 0 Y R 8 ／ 4 ）

3 mm以下の黒色、暗褐色の粒

2．5m 以下 の褐 灰、赤 褐色

の粒

黒 斑

26 土 師 器 蛮 口線 部 1 5 ．50 横 ナ デ　 斜 パ ケ ハ‾ヶ　 横 ナ デ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 6 ／ 6 ）
3 皿皿以 下 の茶 、灰 、赤 褐

色の鉱 物粒 を多 く含 む

黒 斑

スス付 着

27 土 師 器 塑 口縁 部 2 2 ．45 斜 パ ケ　 指 頭痕 斜 パケ　 指頭 痕 にぷ い橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 4 ） にぷ い橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 4 ）
4 m 以下 の 角 の丸 い茶 、

灰色 の鉱物 粒 を含む
スス付 着

28 土 師 器 高 杯 ・杯 部 ナデ　 へ ラミガキ へラミガキ 浅黄 （2 ． 5 Y 7 ／ 3 ） （2 ． 5 Y 2 ／ 1 ） 精 良 スス付 着

29 土 師 器 土 製 円盤

30 土 師 器 土 製 円盤

3 1 土 師 器 蛮 2 6 ．40
ヨ コ ナ デ

パケ

パ ケ

ケズ リ
にぷ い黄橙 （1 0 Y R 6 ／ 4 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 6 ／ 3 ）

1 mm ′～4 mⅢ大 の灰 色 、黒

褐色粒 を多 量 に含む

32 ． 土 師 器 璽 2 8 ．00 潮転 ナデ
パ ケ

へ ラ ケズ リ
橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ）

2 mm r）6 mm 以 下の 白 色透

明の 角柱 粒

4 mm 以下 の灰褐 色粒

33 布 痕 土 器 胴 部
ナ デ ．
指頭 痕

布 目圧 痕 褐灰 （7 ． 5 Y R 6 ／ 1 ） 橙 （7 ．5 Y R 6 ／ 8 ） 3 m 大の 灰色粒 を含 む

34 布 痕 土 器 胴 部 ナデ 布 目圧 痕 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ．5 Y R 7 ／ 6 ）
1 ′〉 3 mm大 の 橙色 で 角 の

やや 丸 い粒 を含む

3 5 布 痕 土 器 胴 部 ナデ 布 目圧 痕 橙 （7 ． 5 Y R 6 ／ 6 ） 橙 （7 ．5 Y R 6 ／ 6 ）
1 ～ 2 mm大 の 褐灰 色 粒 を

含む

36 布 痕 土 器 胴 部 ナデ 布 目圧 痕 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ）
3 mm大 の褐色 の角の丸 い粒

8 m 大 の褐色の角 のあ る粒

3 7 布 痕 土 器 胴 部 ナデ 布 目圧 痕 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
2 mm大 の橙色の角 の丸 い粒

1 mm大の灰白色 で角のある粒
風化 著 しい

3 8 須 恵 器 喪 胴 部 格子 目 タタキ 工 具痕 灰 （5 Y 6 ／ 1 ） 灰 （5 Y 6 ／ 1 ） 精良

3 9 土 師 器 杯 10 ．40 6 ．7 0 3 ．0 0 回転 ナデ 回 転ナ デ 橙 （5 Y R 6 ／ 8 ） 橙 （5 Y R 7 ／ 8 ） 精良 ス ス付着

40 土 師 器 杯 13 ．80 7 ．5 0 3 ．4 5 回転 ナデ 回 転ナ デ
橙 （5 Y R 7 ／ 6 ）

明黄 褐 （1 0 Y R 7 ／ 6 ）

橙 （2 ． 5 Y R 6 ／ 8 ）

橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
精良 ヘ ラ切 り

4 1 土 師 器 杯 13 ．15 7 ．15 3 ．5 5 回転 ナデ 回 転ナ デ
褐 灰 （7 ． 5 Y R 6 ／ 1 ）

橙 （5 Y R 7 ／ 6 ）
橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 精良 ヘ ラ切 り

42 土 師 器 杯 14 ．10 7 ．8 5 4 ．6 5 回転 ナデ へ ラ ケズ リ
回 転ナ デ

橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 精良

43 土 師 器 杯 13 ．80 7 ．7 0 4 ．1 5 回転 ナデ 回 転ナ デ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） にぷ い黄橙 （1 0 Y R 6 ／ 4 ） 精良 ス ス付 着

へ ラ切 り
44 土 師 器 杯 13 ．20 7 ．7 0 3 ．7 0 回転 ナデ 回 転ナ デ 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 精良 ヘ ラ切 り

45 土 師 器 杯 10 ．4 0 回転 ナデ 回 転ナ デ 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ．5 Y R 7 ／ 6 ） 精良
ヘ ラ切 り

風化著 しい

46 土 師 器 杯 9 ．0 0 回転 ナデ 回 転ナ デ 橙 （5 Y R 7 ／ 8 ） 橙 （7 ．5 Y R 7 ／ 6 ） 精良 ヘ ラ切 り
風化 著 しい

47 土 師 器 上「′ 14 ．20 回転 ナデ 横 ナデ 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 微細 な褐 灰粒 を含 む

48 土 師 器
ノ‾l’
杯 5 ．6 0 回転 ナデ 回 転ナ デ 灰 白 （2 ． 5 Y 8 ／ 2 ） 灰 白 （2 ． 5 Y 8 ／ 2 ） 精良

ヘ ラ切 リ

ひだ す き痕

49 土 師 器 杯 6 ．5 0 回転 ナデ 回 転ナ デ 橙 （5 Y R 6 ／ 8 ） 橙 （5 Y R 6 ／ 8 ） 精良 へ ラ切 り
風化 著 しい

50 土 師 器 杯 11 ．00 7 ．0 0 回転 ナデ 回 転ナ デ 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） 精良 へ ラ切 り

5 1 土 師 器 杯 6 ．8 0 回転 ナ≠ 回 転ナ デ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 精良 へ ラ切 リ

風化 著 しい

5 2 土 師 器 杯 7 ．70 回転 ナデ 回 転 ナデ 橙 （5 Y R 7 ／ 8 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
1 mm以 下 の黒 色 、灰 白色

の粒 を多 く含 む
へ ラ切 リ

5 3 土 師 器 杯 ． 6 ．80 回転 ナデ 回 転 ナデ 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 6 ／ 8 ） 精良 ヘ ラ切 リ

5 4 土 師 器 杯 6 ．0 0 回転 ナデ 回 転 ナデ 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） 橙 （5 Y R 7 ／ 6 ） 精良 へ ラ切 り

5 5 土 師 器 高 杯 ・杯 部 9 ．10 回転 ナデ 回 転 ナデ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ）
1 ．5 m 以下 の黒色 、暗赤

褐色 、灰 白色 の粒 を含む

へ ラ切 リ

風化 著 しい

5 6 土 師 器 杯 回転 ナデ 回 転 ナデ 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 橙 （7 ． 5 Y R 7 ／ 6 ） 精良 ヘ ラ切 り

5 7 土 師 器 杯 回転 ナデ 回転 ナデ 橙 （5 Y R 6 ／ 6 ） 樟 （7 ． 5 Y R 6 ／ 6 ）
2 ．5 ミ リ以 下 の 褐 色、

灰色 の粒 を多 く含 む
へ ラ切 り

5 8 陶器 碗 底 部 （高 台 ） 沈線 文 ・施軸 無 粕 明 オ リーブ灰 （5 G Y 7 ／ 1 ） に ぷい褐 （7 ． 5 Y R 5 ／ 3 ） 精良 堅級

5 9 陶器 皿 底 部 施軸 ・貴 人 施 軸 ・．貫入 灰 オ リーブ （5 Y 5 ／ 2 ） 灰黄 褐 （1 0 Y R 6 ／ 2 ） 精良 堅級

6 0 磁器 碗 ・口 縁 ～ 休部 9 ．1 5

9 ．2 6

18 ．1 0

施軸 染 付 明 緑灰 （1 0 G Y 7 ／ 1 ）
明 緑灰 （7 ． 5 G Y 8 ／ 1 ）

灰 （2　 5 G Y 8 ／ 1 ）．
精良 堅緻

堅緻

6 1 磁器 碗 底 部 （高 台 ） 染付 ・施 軸 染 付 灰 白 （5 G Y 8 ／ 1 ） 灰 自 （1 0 Y 7 ／ 1 ） 精良

6 2 陶器 碗 ・ロ 縁 ～ 休 部 染付 ・施 軸 染 付 灰 白 （1 0 Y 8 ／ 1 ）
灰 白 （1 0 Y 8 ／ 1 ）
灰 自 （N 8 ／ ） 精良

6 3 磁器 休 部 染付 ・施 軸 染 付 灰 自 （N 8 ／ ） 灰 白 （N 8 ／ ） 精良 堅級

6 4 磁器 碗 底 部 （高 台 ） 施軸 施 軸 灰 自 （N 8 ／ ） 灰 白 （N 8 ／） にぷ い橙 （5 Y R

7 ／ 4 ） 灰 白 （7 ． 5 Y 8 ／ 1 ）
精良 堅緻

6 5 陶器 鉢 ・ロ 緑　 唐津 系 沈線文 ・施軸 ・質入 パケ 目 に ぷ い黄橙 （1 0 Y R 6 ／ 4 ）
にぷい黄橙 （1 0 Y R 6 ／4 ）浅黄 （5

Y 7 ／3 ）浅黄 （2 ．5 Y 7 ／3 ）
精良 堅緻

堅緻

6 6 陶器 土 瓶　 休 部 ～底 部 回転 ナ デ 回転 ナデ 褐 灰 （5 Y R 4 ／ 1 ）

に ぷい赤褐 （2 ． 5 Y R 4 ／ 4 ）
黒褐 （1 0 Y R 3 ／ 2 ） 精良

6 7 陶器 土 瓶　 注 口 部 ヨコナデ ヨ コナデ オ リー ブ黒 （7 ． 5 Y 3 ／ 2 ） にぷ い赤褐 （2 ． 5 Y R 5 ／ 4 ） 精良

6 8 陶器 す り鉢　 休 部 ヨコナデ ヨ コ ナデ

カキ 目
に ぷい赤 褐 （5 Y R 5 ／ 3 ） にぷ い赤褐 （2 ． 5 Y R ．′5 ／ 4 ） 3 m m以 下 の灰　 ・白色 の

鉱物 粒 を少量 含む
堅緻

6 9 陶器 す り鉢　 休 部 施軸　 ヨコ ナデ
施 軸　 ヨ コナ デ

カキ 目
黒 褐 （5 Y R 2 ／ 1 ） 赤褐 （5 Y R 4 ／ 6 ） 精良 堅緻
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33～37は布痕土器である。比較的焼成が良好で通常出土するものより堅徹である。38は須恵器の

賓形土器の胴部片で、外面格子目タタキ、外面平行タタキ。39～57は土師器杯ですべてへラ切り

底で、糸切り底は出土していない。39～43はA区の同一地点から出土し、ほぼ完形であることか

ら一括資料として考えられる。何れも仕上げはていねいなナデ調整で、体部下半にヘラケズリが及

んでいる。形態としては42以外は底径に比べ器高が3．5cm程度と低く、内湾気味に休部が伸び、

外面にはヨコナデの凹凸を残す特徴をもつ。42は比較的大きく、口縁部も外反する。45は底径が

10・4cmと広く休部も薄いことなどから皿になると思われる。48は薄手で色調も他に比較して白味

をおび、底部から休部にかけての仕上げもていねいである。また、50も他の杯類と異なり底部や休

部が厚手で、休部中位からさらに外方に大きく開く。55は内黒土器の高台付きの皿あるいは浅い杯

と考えられる。外面はヨコナデの後、ヘラミガキ。58は明代の青磁碗の底部で、畳付きから高台内

は露胎。60′～64は磁器碗で、60は青磁染付で内面に四方裡文。63は外面に草花文。66・67は土瓶

で66は下半部で底部はカキメ、休部はナデ。内面は施粕、外面は露胎。67は注孔部分である。68・

69は摺鉢で、69は内外面に施和される。

第3節　神子柴型石斧

本報告の第1分冊第118図999（p166）で神子柴型石斧およびその関連資料を報告した。その報

告文脱稿後、遺物整理をさらに進めた結果、神子柴型石斧に新たな接合が確認された。

この接合は、第1分冊で報告した神子柴型石斧の刃部に剥片が接合するもので、石斧の製作や機

能、遺跡の性格を考える上で、非常に重要である。そこで、第1分冊で報告した石斧を「新石斧」、

接合の結果復元された石斧を「旧石斧」と呼び分け、説明を加えたい。
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旧石斧（第58図）旧石斧刃部には腹面側から剥離が加えられ（第1分冊1002＋1003＋1004＋

1005）、新たな刃部が用意される。第1分冊1006は、背面のカーブの状態から、旧石斧刃部右端と

判断される。1′～2枚の剥片の欠落により接合はできない。

旧石斧に加えられた剥離面には研磨がなされ、新石斧（第1分冊999）となる。新石斧の詳細は

第1分冊を参照されたい。旧石斧から新石斧に変わる中での相違点として、刃角がより鋭角になる

点、刃部幅が広くなると想定される点が挙げられる。

新石斧　最大長12cmで直線的な両側縁を持つ平面短冊形、最大厚3．6cmの断面かまぼこ形のも

のである。縦長に近い、厚手の剥片を素材とし、素材剥片末端側が石斧刃部となる。成形加工は素

材剥片裏面を打面として行なわれ、その後、刃部・刃部に近い側線部を中心に研磨される。刃部は

やや丸ノミ状であり、刃部幅は4．0cm前後となる。

新石斧は、その後、解体される。第1分冊1000・1001は、剥片形状や打面に研磨痕が残されな

いことから、この解体に伴う剥片であると想定される。

なお、この接合に関する詳細な検討、派生する諸問題については別稿を用意したい。

第Ⅲ章　まとめ

白ケ野第2・第3遺跡の調査においては、縄文前期以降の遺構・遺物は縄文時代から近世の各時

代・時期のものが検出されている。縄文土器についてはA類からX類の23類に分類して報告して

いるが、W類とX類は底部である。A類とした土器は、内外面の貝殻条痕文と口唇部の刻目から縄

文前期の轟A式で、B類は微隆起尖文をもつことから轟B式である。C類とした胴部片は、A類・

B類の胴部であり、多くはA類の胴部片と推定される。D類は鋸歯状或いは波状の平行線文から轟

D式で県内では出土例は多くはない。E類とした土器は野口・阿多タイプ、F類は曽畑式、G類は

中期の大平式、H類は阿高式系、I類は中期末から後期初頭の岩崎式系土器である。J類は突帯文

であるが、口唇部など特徴からI類と併行する時期のものかもしれない。L類は市来式系であり、

L－4類の191は丸尾式と呼ばれている土器である。M類は貝殻条痕文の探鉢でありL類と併行す

る土器ないしそれ後続する土器と思われる。N類は内外面に貝殻条痕文をもつが、焼成などからA

類・B類と併行する時期のものかもしれな。P類～U類は晩期前半の土器であり、粗製土器と精製

土器がある。V類は組織痕が認められる土器でありL類・M類と併行する時期のもの考えられる。

W類・X類は底部であるが、X類は編物圧痕がある底部でI類の底部と思われる。

弥生時代以降の遺物は、弥生中期末から後期初頭の中溝タイプ、後期後半の複合口縁などの壷形

土器、嚢形土器、古墳初頭から前半の複合口縁などの壷形土器、賓形土器、古代の嚢形土器、布痕

土器、へラ切り底の土師器杯、須恵器賓形土器、中近世の陶磁器類などが出土している。

石器については、Ah上位の層で出土した石鉄、石錐、楔形石器、石匙、削石、尖頭器、石核、

礫器、石錘、磨製石斧、敲石、凹石、石皿などを報告しているが、この中には本来Ah下位で出土

するものも含まれている。出土状態から各々石器については時期或いはどの土器に伴うものかにつ

いては特定できていない。
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遺構については、竪穴遺構5基、陥し穴状遺構5基検出されている。竪穴遺構の平面形はSAl

～SA3、SA5は長方形プランであり、SA4は円形プランである。時期については、SAl、

SA2、SA5は、I類の岩崎式系の土器が出土しているので縄文中期末から後期初頭の時期であ

る。SA4は、綾式土器に類似する土器、M類の貝殻条痕文土器などが出土しているのでSAl、

SA2に後出する時期、後期前半から中頃の時期と推定される。平面プランの違いはこのためと考

えられる。AS3については土器の出土は確認されておらず、掻器、削器、台石、磨石、敲石、扁

平気味の河原石などが出土しているのみである。そのため時期については不確定な要素があるが、

遺構の平面プランからSA2、SA5とほぼ同時期と考えられる。

各時期における遺構の分布状況については、中期末から後期初頭の時期はSAlとSA2、SA

3、SA5の2群にわけられ、SA2、AS3、SA5は、8m～10mの間隔をおいて配置され

ている。この3基の竪穴遺構の中でSA2では柱穴が確認されているので住居跡とみられるが、A
／）．

S3、SA5では柱穴が確認されていない。出土遺物からもこの3基には機能差があったと考えら

れる。後期前半から中頃の時期は、SA4単独ということになるが、A区における土層残存状況や

この時期の遺物、L類の市来式系やM類など土器出土状況から既に竪穴など遺構が消滅していた可

能性は考慮しておく必要がある。

また、陥し穴状遺構は、いずれも平面プランが隅丸長方形状であり、主軸が1m′～1．5mの範囲

に収まり、底面には逆茂木痕と考えられる小ピットを持っている。この遺構の時期については、い

ずれも形態が類似し、埋土も上半部の土がアカホヤ上位に堆積しいる黒色土系であり、この5基は

ほぼ同じ時期であろう。SC3・SC4から縄文晩期前半頃の精製土器片が出土しているので、陥

し穴状遺構は、縄文晩期前半以降に近い時期と推定される。5基の陥し穴状遺構は、同時期か或い

は若干時間をおいて数十mの間隔をおいて配置されたものと推定される。

そのほか遺構としては、柱穴と思われる多数のピットが3′～8区、12～16区、18′～20区の3地

区で検出されている。3～8区内で検出されたものからは7棟の掘立柱建物跡が復元され、柵列と

も見てとれる柱列も2列確認され、柱列はいずれも掘立柱建物跡に並列している。掘立柱建物跡7

棟の主軸は、並列するSB5、SB6以外はばらつきがあり、これは時期差によるものと推定され

るが、各々の時期などについては把握されなかった。18′～20区のピット群については、その隣接

地で農地保全整備事業に伴う調査により煙道付き竃をもつ竪穴住居跡が3軒検出されている1）の

で古代の可能性がある。

白ケ野第2・第3遺跡では、縄文前期～晩期、弥生中期末から後期初頭、弥生後半、古墳初頭か

ら前半、古代から近世の遺物が出土し、遺構は、中期末から後期中頃までの竪穴遺構・竪穴住居跡、

縄文晩期前半以降に近い時期の陥し穴状遺構、古代以降とは推定されるが時期不詳の堀立柱建物跡、

時期不詳の土坑などが検出されている。遺物は各時代・時期のものが出土した割には、確認された

遺構の時期が限られている。これについては、遺構は伴わず遺物のみであったとも考えられるが、

先にも触れたように、遺構は存在したが、耕作などによって消滅していた可能性がある。

注1宮崎県埋蔵文化財センター「白ケ野第3遺跡B地区　県営農地保全整備事業時屋地区に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書Ⅱ（第2分冊）」『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第25集』
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SA3遺物出土状況
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第三編　上の原第1遺跡（B地区）



第I章　調査の経過と概要

第1節　遺跡周辺地形と調査区の設定（第1図）

上ノ原第1遺跡（B地区）は宮崎郡清武町大字船引字上ノ原に所在する。遺跡は宮崎平野の西南

部にあたり、清武川の左岸に形成されたシラス台地の南西部に位置する。

台地上の最高標点は約96mであり、頂部となるその付近一帯を上の原第2遺跡が占め、その東側

には上の原第1遺跡（本遺跡も含む）が並び位置する。台地の中央部付近には、東西方向に走る比

高差4m前後の浅い谷状の地形が認められ、東端に近づくにつれ南北2つに分岐する。その後、南

方向へ延びる谷地形は丘陵を巡り、やがて急崖へと連絡し開放する。調査対象となった部分は、そ

の谷に接する縁辺部（約2，600鵬）にあたり、生活道路や畑地造成等により、現況では3つの範囲

に区画されている。このため、それを利用して北より巨～Ⅲ区と設定し、事前に確認調査を実施す

ることになった。

確認調査は平成7年6月から数回に分けて実施した。すでに対象範囲の西隣では、同教育委員会

が県営保全整備事業による調査（註1）を実施していたため、どの時期の遺構や遺物が確認される

かは、ある程度予想できたが、対象区は畑地造成による改変を受け、中でもⅢ区については著しく

改変を受けており、その西側よりも最大で約2m段がつく部分もみられた。このため、縄文時代早

期以前の文化層が確認できる可能性も考えられた。

確認調査の結果、I区では褐色土層（Ⅷ層）や黒褐色土層（XI層）・暗褐色土層（ⅩⅡ）で遺物が

確認されていた。またⅡ区では、南東側に設定したT5～7が、表土除去後、シラス層が確認され

た以外は、黒褐色土層中（Ⅶ層）～褐色土層（Ⅷ層）で古墳時代の土器片が確認されている。Ⅲ区

ではTl・T2、およびT4では表土を剥ぐとすぐ、基盤のシラス層（XV層）が確認されている。

またT3では4号埋没谷（註2）を確認した。4号埋没谷は遺物等の出土はなく、表土からアカホ

ヤ火山灰層（X層）上面まで約2．5mを超えている。このため、Ⅲ区の南側半分は調査から除外し

た。その他のトレンチでは霧島小林降下軽石層の上層（XⅡ層）や下層（ⅩⅣ層）で剥片等を確認し

たため、その部分を中心に調査区を設定した。

調査区には国土座標に準じた10mXlOmグリッドを単位とし、3つの調査区を覆うように設定

し、東西方向にアルファベット（東よりA．B．C…）を、また南北方向に数字（北より1．2．

3…）をそれぞれ付した。

（註）

1．宮崎県埋蔵文化財センター　2000「上の原第2遺跡・上の原第1遺跡・上の原第4遺跡・白ヶ野第3遺跡A地区」

『宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書』第25集

2．埋没谷の号数は、県営保全整備事業関連の調査において、すでに使用されていたため、それに準じた。
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第2節　遺跡の基本層序（第2図）

本遺跡の層序は、基本的には同台地上で確

認されている層序と共通している。なかでも

埋没谷が確認されているため、その部分では

アカホヤ火山灰層より上位の土層が良好に残

されていた。

遺跡で確認されている15層のうち、I層～

Ⅸ層までは、埋没谷内で確認されている（うち、

I区6号埋没谷やⅡ区の5号埋没谷は、とも

にⅥ層からの確認）。

鍵層として、Ⅲ層に霧島新燃岳享保軽石層

（1，717年）やⅤ層に霧島文明軽石（1，471年）

を含む黒色土、Ⅵ層に霧島高原スコリア層（10

～13世紀）、Ⅷ層には霧島御池軽石に（約

4，200年前）に由来する白色粗粒火山灰を含む

にぷい黄褐色土層、X層はアカホヤ火山灰層（約

6，300年前）、Ⅷ層に霧島小林軽石（約14，000

～16，000年前）を含む褐色土、XV層では姶

良大戸火砕流堆積物（通称シラス。24，000～

25，000年前）が火山灰分析によって確認され

ている。

またⅢ区4号埋没谷内でのみ、XI屑が4層

に細分できる。そのうち、XI’b層中には灰

色軽石が含まれており、火山灰分析により、

その軽石が桜島から噴出物の可能性があるこ

とが指摘されている。

遺物はⅦ～Ⅷ層およびXIr）ⅩⅣb層で確認

されている。

なお、火山灰分析とあわせて、当時の植生

や環境を復元するため、植物珪酸体分析も実

施しているので、第Ⅲ章を参照していただき

たい。
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Ⅱ　層　黒褐色土

Ⅲ　層　霧島新燃享保軽石層

Ⅳ　層　黒色土

V　層　京島文明軽石を含む黒色土

霧島高原スコリアを含む黒
Ⅵa層　褐色土

Ⅵb層警監票監呈リアを多量に

VⅡ　層　黒褐色土

御池降下軽石に由来する自
ⅥⅡ　層　色粗粒火山灰を含むにぷい

黄褐色土

Ⅸ層黒色土

Xa層昌露呈登山灰の粒子を含

Xb　層　アカホヤ火山灰層

Xc　層　アカホヤ火山豆石層

XI　層　黒色土

XI′a層　黒褐色土
XI′b層　軽石を含む褐色土
XI′C層　暗褐色土

XⅡ　層　暗褐色砂質土

Ⅷa層雲監宗禁王軽石を少量に

Ⅷb層雲監完琶空下軽石を多量に

XⅣa層　黄褐色土

XⅣb層　褐色土

ⅩⅣC層　黄褐色土

XVa層　シラス風化堆積土

XVb層　姶良入戸火砕流堆積物
（シラス）

第2図　上の原第1遺跡基本層序［S＝1／20］



第3節　調査の概要

本調査は平成7年7月21日から平成7年11月1日まで実施した。3ヶ所の調査範囲のうち、I・

Ⅱ区については、一部に立木等の問題が残っているため、Ⅲ区の調査から開始した。

Ⅲ区では、表土を重機で除去した段階で調査区の大半（BlO・11グリッド、C9′～11グリッド、

DlOグリッド、ElOグリッド）がⅩⅡ層上位から中位まで削平を受けていた。さらに調査区の中

央付近では、おおよそ22mX18mの範囲が土取りによりⅧ層下位近くまで削平が及んでいた。

調査はⅩⅡ層が残存する部分より掘り下げを行い、最終的にはXVc層上面まで掘り下げを行っ

ている。調査中、調査区東側端（Bll・12グリッド）で縄文時代早期の陥し穴状遺構が確認されて

おり、周辺にも同遺構が存在する可能性が考えられたため、その南側（B12・13グリッド）の拡張

を行い、また調査区南東端（E12グリッド）では遺物の広がりが南に延びる可能性が考えられたこ

とから同様に南側（E12・13グリッド、F12・13グリッド）の拡張を行っている。

調査の結果、旧石器時代～縄文時代早期、弥生時代終末～古墳時代前半の遺構や遺物が確認され

た。

旧石器時代では、ⅩⅣb層でナイフ形石器やスクレイパー等に伴って礫群が4基確認されている。

またⅩⅡ層下部～XⅣ層かけて細石刃や細石核が出土している。ただ、遺物の一部が縄文時代早期

の土器片と重複し、混在が認められた。

縄文時代早期ではXI層下部～ⅩⅡ層にかけて確認されている。遺構は土坑2基と陥し穴状遺構

1基を確認した。遺物はXI層下部～ⅩⅡ層上部にかけて平栴式土器や石鉄等の遺物が確認され、X

Ⅱ層下部では無文土器と剥片や二次加工剥片がまとまって出土している。

また弥生時代終末～古墳時代前半の遺物が、少量ながら、4号埋没谷北側（F13グリット）のⅧ

層中や撹乱土中で確認されている。

8月後半からは、I区およびⅡ区の立木等の問題が完全に解消されたことによりⅢ区と併行して

調査を開始した。

I区では重機で表土剥ぎを行った際、中央で埋没谷（6号）を確認した。その部分にはⅥ層が残

存していたが、その両側は削平を受け、ⅩⅡ層が露出していた。調査は埋没谷内を中心に掘り下げ

を行い、アカホヤ火山灰層（X層）上面で揃えた後、遺構確認を行った。その結果、Ⅷ層中では弥

生時代終末～古墳時代前半等の土器片や磨製石鉄等の石器が出土している。その後、調査区南側を

中心にXⅡ層の掘り下げを行い、縄文時代早期を中心とする遺物が確認されている。XⅡ層の掘り

下げ終了後、トレンチを設定し、XⅢ層以下の掘り下げを行ったが遺構・遺物等は確認されていな

い。

Ⅱ区では、5号埋没谷に流れ込んでいる遺物の検出を中心に調査を行った。表土から確認調査で

遺物が確認されているⅦ層の上面までは重機で剥ぎ、その後は人力で掘り下げを行った。遺物はお

およそⅦ層からⅧ層にかけて確認され、弥生時代終末～古墳時代の遺物が出土している。

また調査区南側は、削平のためXI層からXⅡ層が露出しており、併せてその部分を中心に掘り

下げを行った。その結果、XI層からⅩⅡ層上部にかけて縄文時代早期の平栴式土器や磨製石鉄、

剥片が確認されている。
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第Ⅱ章　調査の成果

第1節　旧石器時代（ナイフ形石器群）の遺構と遺物

1　遺　構（第3図）

遺構ではⅢ区北東側の平坦な面に礫群（SI）が4基確認されている。いずれもXⅣb層から検

出されており、その形態は比較的礫がまとまっているものと散在するものとがみられる。

S11（第4図）

SIlはBllグリッド西側からCllグリッドにまたがって確認されている。1m規模の範囲内

に比較的まとまった状態で確認されている。33点で構成されていて、10cm前後のものが比較的多

くみられた。赤化している礫は少なく、赤化しているものも大半が部分的に薄く赤変している程度

で、全体に赤化しているものは、ほんの数点に満たない。

第3図　旧石器時代の遺構及び遺物分布図［S＝1／400］

ー123－



SI2

◎

－＿　　了

‾二一　　二＿＿

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第4図　礫群（SI）、実測図（1）［S＝1／20］
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第5図　礫群（SI）、実測図（2）［S＝1／20］

S12（第4図）

SI2はBllグリッド南西端で確認されている。2．4mの範囲内に38点の礫が散在した状態で

出土している。礫は砂岩礫を用い、10cm前後のものが比較的多くみられた。また赤化しているもの

が多く、その中には煤が付着するものもみられる。

SI3（第5図）

SI3はBllグリッド北側に位置する。0．95mX0．93m規模の範囲にまとまって確認されてい

る。礫はすべて砂岩で、36点で構成されている。主に12cm前後のものが多くみられ、礫群中央の

ものは比較的赤化が強く、周辺にいくに従って赤化が弱くなる。また炭化物粒が礫群中央で少量み

られた。

SI4（第5図）

SI4はBlOグリッドに位置する。0．75mX0．58m規模の範囲にまとまりがみられ、南側にむ

かって散在している。そのうち、まとまりがある部分は32点の礫で構成されている。礫はすべて

砂岩で、5cm～15cmのものが多く、赤化が強いものや黒変しているものがみられ、周辺にいくに

従って赤化が弱くなる。また炭化物粒が礫群中央で少量みられた。

2　遺　物（第3・6・7図）

遺物はⅢ区で散発的な状態で出土している。出土層位は一部を除き、ほぼXⅣb層で20点が確認

されている。その内訳はナイフ形石器8点、削器1点、二次加工剥片3点、剥片7点、石核1点で

ある。利用石材は貢岩14点、砂岩5点、凝灰質貢岩1点で、そのうち砂岩の9・11・15・16につ

いては同一母岩になる。
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ナイフ形石器（1～8）

1′～3は小形で薄手の貢岩製縦長剥片を素材として、主要剥離面より二側線に加工が施されてい

るものである。いずれも折断や加工により打面が除去されている。1は基部の両側および先端部右

側に急斜な加工が施されている。また刃部左側縁には微細な剥離痕が認められる。2は左側縁上部

を刃部に設定し、その下部および右側縁に加工を施し、菱形状に作り上げている。刃部は表面から

の折断により形成されている。3の基部は、左側縁に急斜な加工を施すのに対し、右側縁には細か

い加工が施されている。また左側縁には使用痕と思われる微細な剥離痕が認められる。先端部は欠

損している。4は厚みのある横長剥片を素材とし、主要剥離面より二側線に急角度の加工を行って

いる。刃部上方には使用痕と思われる刃こぼれが認められる。貢岩製である。5・8は薄手で単剥

離面打面を有する縦長剥片を素材として、剥片の原形を保ちながら、左側面に主要剥離面からの加

工が施されている。そのうち8は主要剥離面側からの加撃により、4分割されている。どちらも貢

岩製である。6は厚みのある幅広もしくは横長剥片を素材として、右側縁に加工が施されている。

下部は欠損しているが、欠損後、稜上から加工が施されている。7は厚みのある横長剥片を素材と

し、打面側に対向調整剥離が認められる。先端部は欠損している。凝灰質貢岩製である。

削　器（9）

9は縦長剥片を素材として、右側縁に連続的な加工を施し、刃部を形成している。加工は、右側

縁上部は主要剥離面から、同中央部は表面より行っている。石材は砂岩である。

二次加工剥片（10～12）

10「）12は縦長剥片を素材として側線の一部に二次的な加工を施している。10は右側面に不規則

な加工がみられる。11には主要剥離面側左側縁上部から中央にかけて平坦剥離が施されている。12

は左側縁中央に、表面より決り状の加工が施されている。石材は10と11は砂岩、12は貢岩である。

使用痕剥片（13）

13は貢岩製の縦長剥片の末端部に刃こぼれ状の使用痕が認められる。打面側は欠損している。

剥　片（14～16）

7点中、3点の図化を行った。14′～16は縦長剥片で、いずれも側面に自然面を有する（14・15

は右側面、16は左側面）。打面は14・15が単剥離打面、16は自然面打面である。その16の主要剥

離面には対向するバルブが認められることから、両極打法によるものと考えられる。石材は14が

貢岩、15・16は砂岩である。

石　核（17）

1点のみの出土で、厚みのある剥片を素材に主要剥離面側から剥片を作出している。貢岩製。

第2節　細石刃石器群の遺物（第8図）

Ⅲ区Bllグリッド、ClO・11グリッドで細石刃4点、細石核1点が出土している。出土層位が

XⅡ層下部～ⅩⅣ層とまちまちである。また18・22については縄文時代早期の土器片との重複がみ

られた。ここでは細石器を一括して説明していく。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

第7図　旧石器時代遺物実測図（2）［S＝2／3］

細石刃（18～21）

4点出土している。石材は20の砂岩製以外は、すべて貢岩製である。18～20は頭部の資料であ

る。打面はすべて単剥離面打面で構成されている。21は中間部の資料である。

細石核（22）

22は分割礫を素材にしたもので裏面に自然面を有する。側面調整は行われず、上面を打面に設

定し、打面調整を行った後、表面において細石刃剥離作業が行われている。石材は桑ノ木津留産黒

曜石である。
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第8図　細石刃石器群遺物分布図［S＝1／400］

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

第9図　細石器実測図［S＝1／1］
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第1表　上の原第1遺跡（B地区）石器計測表（1）

図 面

番 号
注 記 番 号 出土 位 置 層 位 券　 種 石　 材

最 大 長

（cm ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（cm ）

重　 量

（g ）
備　　 考

1 132 Ⅲ 区　 B 1 1 ⅩⅣ b ナ イ フ形 石 器 貢　 岩 3．9 1．5 0．6 2 ．3

2 14 1 Ⅲ 区　 C 1 2 ⅩⅣ b ナ イ フ形 石器 頁　 岩 3．6 1．5 5 0 ．4 ・ 1 ．6

3 1 43 Ⅲ 区　 C 1 1 X Ⅳ b ナ イ フ形 石 器 頁　 岩 3．7 1．4 0．7 2．9 先 端 部 欠 損

4 1 44 Ⅲ 区　 B lO Ⅹ＿Ⅳ b ナ イ フ形 石 器 貢　 岩 3．5 1 ．5 0．9 3．3

5 B 1 1 Ⅲ 区　 B l l ⅩⅣ b ナ イ フ形 石器 貢　 岩 2．3 1 ．5 5 0 ．4 1．7

6 1 50 Ⅲ 区　 D 1 1 ⅩⅣ b ナ イ フ形 石 器 貢　 岩 2．1 5 1 ．5 0．9 1 ．5

7 142 Ⅲ 区　 B 1 2 ⅩⅣ b ナ イ フ形 石 器 凝 灰 質 貢 岩 4．5 1．5 1．2 5．6‾
先 端部 欠 損 。 石材 中に

有孔 虫 ？が含 まれ る。

8 153＋154＋17 1 Ⅲ 区　 D lO X Ⅳ b ナ イ フ形 石 器 貢　 岩 5．2 2 ．3 0．6 4．9

9 1 38 Ⅲ 区　 C 1 1 X Ⅲ a 削　 器 砂　 岩 7．76 4 ．0 1 1 ．6 39 ．3

10 1 39 Ⅲ 区　 C 1 1 X Ⅲ a 二 次 加 工 剥片 砂　 岩 7．48 2 ．8 9 1 ．65 2 8

11 1 72 Ⅲ 区　 E lO X Ⅳ b 二 次 加 工 剥 片 砂　 岩 6．5 3．2 5 1 ．45 2 5

12 13 3 Ⅲ 区　 C lO ⅩⅣ b 二 次 加 工 剥 片 貢　 岩 4．9 2．9 1 10 ．1

13 13 7 Ⅲ区　 C 12 X Ⅳ b 剥　 片 頁　 岩 4 ．7 3．8 1．0 79 2 6 ．2

14 13 6 Ⅲ区　 B 11 X Ⅳ b 剥　 片 頁　 岩 2．7 1．5 0 ．3 1．2

15 16 9 Ⅲ区　 B ll ・C 11 ⅩⅣ b 剥　 片 砂　 岩 4．2 3．5 1．5 2．32

16 1 47 Ⅲ 区　 C l l X Ⅳ b 剥　 片 砂　 岩 7．3 3．3 1．3 2 8 ．1

17 1 56 Ⅲ 区　 E 12 X Ⅳ b 石　 核 貢　 岩 3．7 5．9 2 ．4

18 27 Ⅲ 区　 C 1 1 ⅩⅡ 細 石 刃 貢 ‾r岩 2．7 0．9 0 ．3 0．5

19 1 30 Ⅲ 区　 C l l X Ⅲ a 細 石 刃 貢　 岩 1．9 0 ．6 0 ．3 0．台

2 0 1 35 Ⅲ 区　 C lO X Ⅳ C 細 石 刃 砂　 岩 1．9 0．8 5 0 ．2 0．2

2 1 1 31 Ⅲ 区　 C l l ⅩⅡ 細 石 刃 貢　 岩 1．45 0 ．6 0 ．2 5 0 ．2

2 2 37 Ⅲ区　 B l l ⅩⅡ 細 石 核
黒 曜 石

（桑 ノ木 津留 ）
2 ．1 1．1 1．1 2．3

第3節　縄文時代草創期の遺物（第12・14図）

I区の南側（B5グリッド）では草創期の所産と考えられる土器片（1）がⅩⅡ層下位で確認さ

れている。口縁部から胴部が確認されており、その部分よりバケツ状の器形になると思われる。無

文で器壁は薄く、調整にはナデ調整が認められ、指頭痕も多くみられる。また外面には部分的に煤

の付着もみられた。器面には部分的に色調の違いが認められ、縞状に入る部分もみられることから

塚原遺跡の資料のように、化粧土を配している可能性も考えられる。
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第4節　縄文時代早期の遺構と遺物

1　遺　構（第10・11図）

土　坑（SCl・2）

SClはBllグリッド、ⅩⅡ層下位で確認されている。遺構の北側は確認トレンチを入れた際、

誤って消失させてしまった。平面形は上面および底面とも楕円形を呈し、上面は1m＋α×1．01

m、底面は0．61mX0．56mを測る。検出面からの深さは0．55mである。遺物は桑ノ木津留産黒曜

石製の砕片2点が出土している。

SC2はBllグリッド、XⅡ層下位で確認されており、約6m南にはSClが位置する。平面形

は上面が楕円形、底面が不正な楕円形を呈し、上面は0．89mX0．57m、底面は0．48mX0．38m

を測る。検出面からの深さは0．52mである。遺物は打製石鉄1点、剥片が1点出土している。

0　　　　　　　　　　　　10m

．　‾　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　．　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　．　‾　．　　‾　　　　　l

第10図　縄文時代早期遺構分布図［S＝1／400］
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SCl

SCノて

－（9－
SC3壁土

（》褐色土

②暗褐色土

③褐色土

④暗褐色土

⑤黒褐色土

⑥暗褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　5cm

明黄褐色粒を若干含む。

白色粒（0．5Ⅲm程度）等を含む。

粒子が粗い．白色粒（0．5mm程度）等を多く含む．

粒子がやや粗く、明黄褐色粒や白色粒を多く含む。

炭化物粒や明褐色粒を含み、灰オリーブ粒を若干含む。

明黄褐色粒や黄褐色臥　白色粒、褐色ブロックを含む。

⑦にぷい黄褐色土　明黄褐色粒を若干含む。

⑧黒褐色土　粒子が粗い。XVcブロックを含む。

⑨灰黄褐色土　粒子が粗い。XVaブロックを若干含む。

第11図　土坑・陥し穴状遺構（SC）実測図［S＝1／40］及び出土遺物実測図［S＝2／3］

陥し穴状遺構（SC3）

SC3はBllグリッド～B12グリッドにまたがって確認された。遺構の南側は確認トレンチを

入れた際、誤って消失させてしまっている。振り込み面はXⅡ層上面で確認でき、平面形は上面お

よび底面とも楕円形を呈し、上面は1・68mXl・03m、底面は0．68mXO．5mを測る。深さは最大

で1・53mである0底面には小穴が13個確認されている。小穴の規模は10～14cmX6～11cm、深

さ24～34cmを測る。

2　遺　物（第12～17図）

（1）土　器（第14図）

縄文時代早期の土器は全区で確認されている。土器は押型文土器や手向山式土器、平椿式土器等、

中葉から後薬にかけてみられる。そのうち押型文土器や手向山式土器はA区で、平椿式土器は全区

で確認されている。一部を除き、XI層からⅩⅡ層中位で確認されている。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10m

押聖文土器（25）

I区A4グリッドにおい

て、XⅡ層中より1点のみ

の出土である。胴部片で楕

円形押型文を横位に帯状に

施している。

手向山式土器（26「）29）

I区B4グリッドにおい

て、ⅩⅡ層中より約40点出

土している。その分布をみ

てみると北側に延びる傾向

にある。ここに提示した26

～29は同一個体の資料で
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第12図　縄文時代草創期～早期遣物分布図［S＝1／400・左上段S＝1／200］

あり、これらの資料から器

形を復元すると、底部は上げ底ぎみの平底で、胴部は「く」字状に屈曲し、口縁部が大きく外反す

る器形になる。外面には縦位、口唇部には横位の山形押型文が施文されている。
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平棺式土器（30′～37）

全区で約50点確認されている。その内沢はI区ではB4～B5グリッド、B区D7グリッド、

C区B12グリッド、E12～E13グリッド、F13グリッドにおいて、いずれもXI層下部～XⅡ層

上部にかけて出土している。

30は口縁部が大きく外反する器形で、口縁部は肥厚し、端部が外に張り出す。外面には縦位の

沈線文を連続的に措き、口唇部には沈線による横位の羽状文を施している。

31・32は口縁部を肥厚させ、断面が三角形状を呈する。そのうち、31の文様は口唇部には押圧

刻み、口縁部に斜位の短沈線文、その下位には横位の連続刺突文が施されている。頸部無文帯を挟

み、胴部には横位の連続刺突文と沈線文が巡る。32の文様も口唇部に押圧刻みと口縁下端に連続刺

突文を施す点は共通だが、その文様間に横位の沈線文を2条巡らす点で異なる。なお、口縁形態は

31が平口縁、32は波状口縁である。
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第13図　縄文時代早期遺物分布図（2）［S＝1／400］
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

LL▲　－＋－＋亡＋－」

第14図　縄文時代草創期～早期土器実測図［S＝1／3］
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33～37は胴部の資料である。そのうち、33′～35の文様は沈線文と刺突文で構成されている。36は

頸部に沈線文、その下位に連続刺突文を巡らせ、胴部には縦位の結節撚糸文を施している。37も縦

位に結節縄文を走らせている。結節部の両側は斜位に相対し、羽状を呈する。

その他の土器（38・39）

38は縦位に突帯を貼付けた後、棒状工具により突帯に刻み入れ、その両側には同工具による縦

横の沈線文を施している。刻目突帯を有する等の特徴から苦浜式とも考えられるが、苦浜式に特徴

の貝殻による条線文がみられず、沈線文が施されている等の相違点も認められる。I区出土である。

39は無文土器である。Ⅲ区Bllグリッドに位置するSC2の西側でまとまって出土している。

出土層位はXⅡ層下位であり、他の早期遺物と比べて深い位置で確認されている。器形はおそらく

バケツ状を呈すると考えられる。器壁は薄く、調整には丁寧なナデ調整が認められる。

（2）石　器（第15～17図）

縄文時代早期と考えられる石器は全区でみられ、一括で取り上げたものも含め、146点（I区70

点、Ⅱ区5点、Ⅲ区71点）出土している。その分布はおおよそ土器の分布と同様の分布をみせる。

石器の内訳は打製石鉄9点（A区3点、C区6点）、磨製石鉄1点（B区）、局部磨製尖頭器1点

（C区）二次加工剥片7点（A区2点、C区5点）、剥片95点（A区54点、B区4点、C区37点）、

砕片26点（A区10点、C区16点）、石核1点（A区）である。利用されている石材はチャート71

点（A区46点、C区25点）、貢岩30点（A区11点、B区1点、C区18点）、砂岩13点（A区4点、

B区1点、C区8点）、石英4点（A区のみ）、黒曜石（桑ノ木津留産）8点（A区2点、C区6点）、

流紋岩2点（A区のみ）、ホルンフェルス4点（A区1点、C区3点）、珪質貢岩3点（C区のみ）、

凝灰質貢岩1点（C区1点）、尾鈴酸性岩5点（A区3点、C区2点）である。

なお、BlO・11グリッドおよびClO・11グリッドでは確認されている一群（50・51・53′～56・58・

59・7巨～73等）がⅩⅡ層下位（一部ⅩⅢ層上位に入り込むものあり）で確認されている以外はXI

層からⅩⅡ層中からの出土である。

打製石鮪（40～46）

打製石鉄の形状はいずれも二等辺三角形を呈するが、基部にそれぞれ違いが認められる。40・41

は平基であり、いずれも先端を欠損してい一る。42′）47には基部に挟りが入る。そのうち42・43に

は浅い決りがみられ、また44はV字状の挟・りが入り、脚端が尖る。46・47にはU字状の挟りが入

り、脚端が角張る。石材は43・45′～47が貢岩、42は桑ノ木津留産黒曜石、40・41・44はチャート

である。

麿製石鉱矢（48）

Ⅱ区D7グリッドのXI層で確認されている。その周辺では平栴式土器が同レベルで出土してい

る。形態は二等辺三角形を呈し、外湾する側線部をもち、基部はわずかに内湾する。研磨は全面に

および、基部は面取りを行っている。先端部から側線にかけては中央平坦面のものと角度を変えて

研磨を行い、鋭利なものに仕上げている。また先端部中央には稜が明瞭に形成されているのに対し、

基部側の稜がやや不明瞭であることから側面部を研磨した後、中央平坦面の研磨を行ったものと考
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えられる。石材は貢岩製である。

局部麿製尖頭器（49）

Ⅲ区Cllグリッドで確認されている。両面より加工を行い、断面は凸レンズ状を呈する。また

裏面先端には研磨が認められる。基部は欠損している。

二次加工剥片（50′～53）

50・52～54は側線の一部に加工が認められるもので、50は大形で厚みのある縦長剥片で打面お

よび下面に自然面を残す。右側縁上部から中央にかけて表面より加工が施されている。砂岩製であ

る。51は桑ノ木津留産黒曜石製で、両設打面をもつ石核より剥離された縦長剥片を素材として、打

面を両面からの加工により除去されている。また左側縁下部にはこまかな剥離が認められる。52は

チャート製で、主要剥離面の両側縁に加工がみられる。53は珪質貢岩製で、厚みのある剥片の主要

剥離面側の下部から右側縁に加工がみられる。54は砂岩製の縦長剥片を素材に左側縁上部に加工が

認められる。

剥　片（55′～67）

55～59・61は縦長剥片、60・62・63は不定形剥片、64・67は幅広の剥片、65・66は横長の剥片で

ある。そのうち、56′～58は縦長剥片を連続して剥離する工程の中で剥出されたものである。その

うち56・57は単一の剥離面で構成されているのに対し、58は自然面と剥離面とで構成されている。

石材は56が珪質貢岩、他は貢岩である。また60・64・67は礫面を打面にして、そのまま剥離され

ている。表面の剥離の状態より、56′～58と同様に打面を転移せず、左右にずらしながら連続して

剥離している様子が窺い知れる。石材は60がチャート製、64・67は貢岩である。59・62・63等は表

面の状態より打面を頻繁に転移させながら剥片剥離作業を行ったと考えられる。そのうち59は打

面再生剥片の可能性がある。石材は59が尾鈴酸性岩、62は珪質貢岩である。

石　核（68）

I区でのみ確認されている。石材は桑ノ木津留産黒曜石である。打面を頻繁に転移させながら剥

片剥離を行っている。

磨　石（69・70）

Ⅲ区のBllグリッドおよびC12グリッドで確認されている。69は尾鈴酸性岩製、70が砂岩製で

楕円礫の片面に磨面が認められる。

持合資科（71～73）

接合資料は、Ⅲ区で2例確認されている。どちらも剥片同士の接合資料で、そのうち1例を図化

した。71「）73は当初、自然面を打面に設定し、そのまま71→○→72の順で打点を右方向にずらし

ながら連続的に剥片剥離を行っている。また73の剥離面より、その後も最低2枚は同打面からの

加撃により、剥片を作出していることが認められる。最終的には、打面を左900　に転移させ、73

を剥離している。
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第15図　縄文時代早期石器実測図（1）［S＝2／3］

ー138－

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm



▼　▼－　－　　・－　▼′

㍉
一一／＼、＼＼、＼

十二三一I
ここ＝＝こ＝二二＞

ー礪－Q⑤
、ミミ＝二＝＝＞

戸。
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
j　一　一　一　一　；　　　　　　！

第16図　縄文時代早期石器実測図（2）［S＝2／3］
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第5節　縄文時代晩期の遺物（第18図）

I区5号埋没谷内において、Ⅷ層と撹乱土中で晩期の土　盛顧箪

器を確認している。点数はわずか3点と少なく、そのうち

2点を図化した。74は黒川式土器の浅鉢の口縁部で、内外

面に沈線が巡る。器面にはミガキが認められる。75は浅鉢

の胴部片で、屈曲部がみられる。器面調整には、外面はミ

ガキ、内面はナデ調整が認められる。

第2表　上の原第1遺跡（B地区）縄文土器観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
「－1111：　　　E

第18図　縄文時代晩期土器実測図［S＝1／3］

図面

番号

出土

位 置
層位 部位 文　　 様 調　　 整

色　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　 考

外 面 内 面

24 I X I
口綾部

rヽJ

外面　 ナデ、
内面　 ナデ　 粘土のつ 浅黄橙色

橙　 色
橙　 色 1m皿以下の透明光沢粒、微 外面：部分的に煤付着

内外面 ．縞状に色調の違いが
胴　 部 ヽなぎ目、指頭痕 褐灰色 細粒を少し含む l　　P　　　　L認められる（化粧土？）

25 I ⅩⅡ 胴　 部 楕円押塑文
外面　 ナデ
内面　 工具による横ナ
＿．＿やフ‾

橙　 色 にぷい
黄橙色

4mm以下の白、半透明、黒
の光沢粒を含む

26 I X Ⅱ
口縁部

「ヽJ 山形押型文
外面　 ナデ

‾寸　 土
にぷい にぷい 3mm以下の乳白色、白色、 粘土のつなぎ目あり。2′～4

胴　 部 内面　 ナァ、粘　 のつ
なぎ目あり

褐　 色 褐　 色 灰色、褐色の砂粒を含む と同一個体

27 I X I 胴　 部 山形押型文 外面　 ナデ
内面　 横ナデ

にぷい
黄樟早

灰黄褐色
にぷい
黄樺色

3．5mm大の赤褐色粒、
2mm以下の半透明、乳白色砂粒
1mm以下の金色の砂粒を含む

粘土のつなぎ目あり。1 ・3 ・
4 と同一個体

28 I X Ⅱ 底　部 山形押型文 外面　 ナデ
にぷい
黄橙色

にぷい
橙　 色

2（J6m皿の赤褐色の粒、
2mm以下の灰色・乳白色 ・
金色砂粒を含む

粘土のつなぎ目あり。1 ・2 ・
付　 近 内面　 横ナデ にぷい

樺　 色
にぷい
黄橙色

4 と同一個体

29 I X Ⅱ 底　 部 山形押型文
外面　 ナデ

にぷい
樺　 色

にぷい
樺　 色
にぷい
黄樺色

3mm以下の灰白色粒、2 mm 粘土のつなぎ目あり。1′～3
内面　 削り状のナデ、
ナデ、　 指押さえ痕

以下の茶色、金色、乳白色
砂粒を含む

と同一個体

30 I ⅩⅡ 口緑部 羽状文、縦位の沈線文
外面　 ナデ
内面　 ナデ

にぷい
黄褐色

明赤褐色 2皿以下の乳白色、白色、灰
色、金色、黒色砂粒を含む

31 Ⅲ X I
口縁部

rヽJ

押庄刻み、斜位の沈線文、
連続刺如文 横位の沈線

外面　 ナデ
内面　 横方向　　 ‾小 にぷい にぷい 2mm以下の乳白色、白、灰

胴　 部 JL　六　 、　 1　　　 空
文

ロのナ丁、
ナデ

褐　 色 褐　 色 色、黒褐色の砂粒を含む

32 Ⅲ X I
口録部

押圧刻み、横位の沈線文、 外面　 ナデ、横方向の
＿・．や

にぷい にぷい
2mm以下の乳白色、白色、

1、、　　 、
／ヽJ

胴　 部
連続刺突文 ナ丁

内面　 ナデ

褐　 色 褐　 色 褐色の砂粒を含む

33 Ⅲ X I 胴　 部
横位の沈線文、横位また
は縦位、斜位の連続刺突
文、沈線文

外面　 ナデ
内面　 ナデ、粘土のつ
なぎ目

にぷい
樺　 色

にぷい
橙　 色

2mm以下の灰色、乳白色、
半透明の砂粒を含む

34 Ⅲ X Ⅱ 胴　 部
縦位の連続刺突文、縦位 ・
もしくは斜位の沈線文

外面　 ナデ
内面　 工具による粗い
ナデ、粘土のつなぎ目

にぷい
橙　 色

にぷい
橙　 色

2mm以下の金雲母、乳白色、
赤褐色の砂粒を含む

35 Ⅲ X Ⅱ 胴　部
横位もしくは斜位の沈
線文、連続刺突文

外面　 ナデ？
内面　 ナデ

橙　 色 橙　 色 2 mm以下の灰色、乳白色、
黒灰色の砂粒を含む

36 Ⅲ ⅩⅡ
頸　部

沈線文、連続刺突文、結 外面　 ナデ にぷい
明赤褐

1mm程度の透明、黒、灰色 ．

ヽlヽJ
胴　 部

節縄文 内面　 ナデ 赤褐色 粒を含む

37 Ⅱ X I 胴　 部 結節縄文 外面　 －
内面　 ナデ

橙　 色
浅黄樟色

にぷい
黄橙色

2mm以下の白色、灰色、灰
白色、透明の砂粒を含む

38 I X Ⅱ 胴　 部 縦・横位の沈線文、刻目突
帯文、

外面　 ナデ
内面　 工具によるナデ

橙　 色 樺　 色
1mm以下の灰色、乳白色の砂粒、
1．5mm以下の黒色及び半透明
な鉱物粒を含む

39 Ⅲ X Ⅱ 口線部 外面　 ナデ
内面　 ナデ

明赤褐色
灰褐色

明赤褐色 0．5mm程度の透明、黄白色
粒を含む 外面 ：部分的に煤付着

74 Ⅱ Ⅷ 口縁部 沈線文

外面　 へラ状工具によ
るミガキ
内面　 同工具によるミ
ガキ

にぷい
黄橙色

褐灰色 褐色、乳白色の微細粒を含
む

75 Ⅱ 撹乱
中

胴　部 外面　 丁寧なナデ
内面　 工具に．よるナデ

にぷい
黄樺色 灰黄褐色

乳白色、灰色の微細粒を含
む
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第3表　上の原第1遺跡（B地区）石器計測表（2）

図 面

番 号
注 記 番 号 出 土 位 置 層位 器　 種 石　　　 材

最大 長

（cm）

最 大幅

（cm ）

最大厚

（cm）

重　 量

（g ）
備　　　 考

2 3 SC 2 －1 Ⅲ区　 S C 2 － 打 製 石 鉄 貢　 岩 2．2 1．4 0 ．4 0 ．6 片 脚 欠 損

40 1 15 Ⅲ区　 E 1 2 X Ⅱ 打 製 石 鉄 チ ャー ト 2．1 1．7 0 ．4 5 1．3 先 端 部 欠 損

4 1 31 I区　 B 5 X Ⅱ 打 製 石 鉄 チ ャー ト 1．7 1．2 0 ．4 0．7 先 端 部 欠 損

4 2 14 Ⅲ区　 C l l X Ⅲ 打 製 石 鉄 黒曜石 （桑 ノ木津留 産） 1．8 1．1 0 ．3 0．4 7

4 3 1 16 Ⅲ区　 E 1 3 X Ⅱ 打 製 石 鉄 貢　 岩 2 1．35 0 ．3 5 0 ．7

4 4 6 8 I区　 B 4 X Ⅱ 打 製 石 鉄 チ ャー ト 2．6 1．5 0 ．5 0 ．8

4 5 95 Ⅲ区　 C l・1 ⅩⅡ 打 製 石 鉄 頁　 岩 2．4 1．6 5 0 ．5 1 ．1

4 6 6 I区　 B 5 X I 打 製 石 鉄 頁　 岩 3．3 2．7 0 ．4 5 2 ．4

4 7 10 0． Ⅲ区　 E．1 2 X Ⅱ 打 製 石 鉄 貢　 岩 2．7 2．2 1．5 1 ．7 先 端 部 欠 損

4 8 9 Ⅱ区　 D 7 X I 磨 製 石 鉄 貢　 岩 2．7 2 0 ．3 1 ．8 下 半 欠 損

4 9 15 Ⅲ区　 C l l X Ⅱ 局部磨 製尖 頭器 頁　 岩 3．2 1．9 0．4　－ 1．9

50 55 Ⅲ区　 B l l X Ⅱ 二 次 加 工 剥片 砂　 岩 9 ．7 5 7．8 2．8 1 4 1．9

5 1 9 0 Ⅲ区　 C l l XⅢ 二 次 加 工 剥 片 黒 曜石 （桑 ノ木 津留 産） 4 ．3 1．5 1 3．9

52 2 0 I 区　 B 4 a 二 次 加 工 剥 片 チ ャー ト 1．8 3 0．9 3．7 下 部 欠 損

53 5 9 Ⅲ区　 B l l ⅩⅡ ．二 次 加 工 剥 片 珪 質 貢 岩 3 1 2．4 1．4 6．1

54 9 Ⅲ区　 C l l XⅡ 二 次 加 工 剥 片 砂　 岩 7 ．8 5 3．2 1．4 2 5．4

55 8 Ⅲ区　 C l l XⅡ 剥　 片 砂　 岩 6 ．6 5 3．6 1．65 2 5．3

56 7 1 Ⅲ区　 B l l ⅩⅡ 剥　 片 珪質 貢 岩 6 ．3 2．9 0．9 18

5 7 一 括 Ⅲ区 X Ⅱ 剥　 片 頁　 岩 5 ．5 1．7 0．7 5 4．3

5 8 25 Ⅲ区　 C l l X Ⅱ 剥　 片 貢　 岩 5 ．5 ・3．95 6．2 11．6

5 9 1 17 Ⅲ区　 C ・1 1 X Ⅱ 剥　 片 尾 鈴 酸 性 岩 5 ．1 3．3 2 2 3．9

6 0 76 I区　 B 4 X Ⅱ 二 次 加 工 剥 片 貢　 岩 2 ．4 2．8 0．8 4．4

6 1 1 14 Ⅲ区　 E 1 3 XⅡ 剥　 片 チ ャー ト 1．8 5 1．65 0．4 5 0．8

62 12 4 Ⅲ区　 B l O X Ⅱ 剥　 片 珪質 貢 岩 4 ．5 5 1．6 2 0．9

63 19 I 区　 B 4 ⅩⅢa 剥　 片 頁　 岩 3 ．9 3．1 0．9 7．5

64 7 5 I 区　 C 5 X I 剥　 片 貢　 岩 3．1 3 ．1 0．9 8．2

65 12 5 Ⅲ区　 B l l X Ⅱ 二 次 加 工 剥 片 貢　 岩 1．9 5 2 ．4 0．5 1．3 両 側 縁 欠 損 （一 部 ）

66 － I 区 X Ⅱ 剥　 片 チ ャ ー ト 2．1 5 2 ．6 0．5 1．6

67 18 I 区　 B 4 X Ⅱ 剥　 片 貢　 岩 4 3 ．9 1．15 1 4．1 左 側 縁 下 部 欠 損

68 35 I区　 B 4 XⅡ 石　 核 黒 曜石 （桑 ノ木 津留産 ） 2 ．8 2 ．7 2．2 1 4．2

69 12 7 Ⅲ区　 C 1 2 X Ⅱ 磨　 石 尾 鈴 酸 性 岩 9 ．7 5 6 ．4 4．7 4 17．2

70 4 5 Ⅲ区　 B l l X Ⅱ 磨　 石 ・ 砂　 岩 8 ．6 5．5 4．3 2 91．7 ・

7 1 5 7 Ⅲ区　 B l l ⅩⅡ 剥　 片 ホ ル ン フ ェル ス 10．8 5．2 1．4 9 2．2 72・7 3と接 合

72 4 3 Ⅲ区　 B l l X Ⅱ 剥　 片 ホ ル ン フ ェル ス 9．9 4 ．2 1．05 3 8．9 71・7 3と接 合

73 5 6 Ⅲ区　 B l l ⅩⅡ 剥　 片 ホ ル ン フ ェル ス 6．8 9 ．6 2．1 9 8．2 7 1・72 と接 合
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第6節　弥生時代終末～古墳時代の遺物

（1）土器（第19図）

遺物のほとんどが破片で、主にI区・6号埋没谷やⅡ区・5号埋没谷内（ともにⅧ層中）で出土

している。時期も弥生時代終末から古墳時代後半までの遺物がみられる。76は胴部球形をなすと考

えられる壷の頸部である。外面は工具によるナデ、内面は横ナデのあと指オサエ。口縁部は、くの

字に開くと考えられる。全体的に薄手である。色調は橙色を呈す。77は壷の胴部で球形をなす。外

面はヘラミガキ、内面はナデ及び指オサ工。78と同一個体の可能性あり。78は壷の底部でやや厚

みを持った丸底を呈す。外面はへラ状工具によるナデ。内面はていねいなナデ調整。79～81は平

底をなす壷の底部である。79はやや大きめの壷で、内外面ともパケ目の後ナデ調整。底部はていね

いなナデ。底部張り出し部分のみ指オサ工。底径8．8cm。80はやや上げ底気味で、やや厚手である。

外面は風化が激しいがパケ目のあとナデと考えられる。底径9．2cm。81は79・80に比べ底径が

5．6cmと小さく調整もやや雑である。外面にスス付着。賓の可能性もある。82は小型壷あるいは鉢

の底部でわずかに平底を残す。外面はヘラミガキ、内面は工具によるナデ。83′～88は長胴になる

大型壷の口縁あるいは底部である。83は、口縁部が外反し胴部上半で最大径が胴部中位にくる長胴

の壷である。胴部外面には線刻（絵画文？）が確認できる。線刻は浅く不明瞭であるが頸部下に

4．5cmの幅で2本めぐらされ、その線刻間に木の葉状（現況では眼鏡状）に施される。さらに胴部

中位にかけても平行に2本の弧状に伸びる線刻がみえるが全体の形状ははっきりしない。内外面と

もナデ。色調は内面黄橙色、外面明黄褐色を呈す。胎土には3mm以下の砂粒を多く含む。胎土の状

況から84と同一個体と考えられる。84「）87は壷の底部である。84は卵形になる大型壷の底部で、

平底気味の丸底になると推定される。胴部下半は粗いパケ目、底部付近はナデ調整。線刻は確認で

きなかった。85は小さな平底をなし底径4．2cm。内外面ともていねいなナデ調整。底部から約2cm

上方に指オサエの痕跡や一部段差が見られることから、このあたりで底部と胴部の接合が行われた

と推定される。86は壷の底部で小さな平底を呈す。尖底気味の底部に粘土紐（塊）を貼り付け小さ

な平底を形成している。縦方向のナデの後、ていねいなナデ。87は丸底気味の平底をなし、外面は

粗いナデ調整が施される。内面はナデ。全体に磨滅が激しい。88は壷の口縁部で内湾しながら上方

に伸びる。口縁部外面はナデで粘土の繋ぎ痕を残す。口縁部内面、胴部内外面は横方向のパケ調整。

89は嚢の口縁部で直立気味に上方に伸び、やや外反する。口縁端部は丸く仕上げられる。内外面

とも横ナデ。口径推定で22．1cm。90は賓の頸部で、内外面ともナデ。外面にはスス付着。稜を持

たず滑らかに外方に伸び、口径が最大径となる。91・92は賓の底部で上げ底を呈し、外面はナデお

よび指オサエ。91は92に比較し底部端部が長く引きのばされている。調整は92の方がていねいで

ある。底径は91が4．4cm、92が4．6cmを測る。94は器台あるいは高杯の脚の裾部と考えられる。外

面は摩耗しておりはっきりしないが全体に目の粗い櫛措波状文で1本づつ施文されるが、きれいに

は整列していない。その後へラミガキ調整が行われたと推定される。裾部上位の屈曲部分には工具

による細い沈線がわずかに確認される。内面はナデのあとへラミガキ。裾部端部は丸く仕上げられ

る。裾部径22．2cm。胎土はきめ細かで砂粒は含まない。93は須恵器杯を模倣したもので内外面と

も横方向のへラミガキ。外面が若干赤く、赤色顔料が付着していた可能性もある。口径10．8cm、

器高3．9cm。
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第19図　弥生時代終末～古墳時代土器実測図［S＝1／3］

－144－



ーJ　－

（

i
l

L

（

1

1

＼

（

（

！
ノ

7

1

（

l

l
l

＼

（

［

t

（

し

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　‾‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　1　　　　1　　‾　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　‾　‾

第20図　弥生時代石器実測図［S＝2／3・＝1／2］

（2）石　器（第20図）

埋没谷内（95・97は5号埋没谷、96・98は6号埋没谷）で弥生時代に属する石器が確認されてい

る。器種は磨製石鉄や磨製石剣、磨製石斧等が挙げられる。

95は磨製石鉄である。二等辺三角形を呈し、両側縁が外湾し、基部は直線的で面取を行ってい

る。研磨は全面におよぶ。先端部と茎部の一部を欠損する。遺存する大きさは長さ3．3cm、幅2．3

cm、厚さ0．3cm、重量2gを測る。石材は凝灰質貢岩である。

98は磨製石剣である。全体に風化が著しく、剣先および茎尻は欠損している。断面形はレンズ

状を呈する。剣身長は遺存する部分で10．9cm（全長13．7cm）、剣身幅3．2C臥　茎幅2．45cmである。

最大厚0．8cm、遺存重量34．1gを測る。石材はホルンフェルスである。

96・97は磨製石斧である。ともに刃部のみの資料で、どちらも両刃を呈する。刃部幅は96が5．1

Cn97が6．9cmである。石材は96が砂岩、97は尾鈴酸性岩である。
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第Ⅲ章　自然科学分析

第1節　上の原第1遺跡（B地区）のテフラ分析

1．はじ耳）に

上の原第1遺跡（B地区）の発掘調査では、火山灰土の良好な土層断面が作成された。そこで地

質調査を行い、土層の層序を記載するとともにテフラ検出分析やテフラ粒子について屈折率の測定

を行い、示標テフラの同定を行って、土層の堆積年代に関する資料を収集することになった。調査

分析の対象となった地点は、Cllグリッドおよび第3トレンチ（T3）の2地点である。

2．土層の層序

（1）C11グリッド

ここでは火山灰土のうち下部のいわゆるローム層の層相をよく観察することができた（第21図）。

ここでは、下位より褐色土（層厚11cm）、若干色調の暗い褐色土（層厚19cm）、黄色軽石を少量含

む褐色土、黄色軽石に富む褐色土（層厚32cm，軽石の最大径9mm）、褐色土（層厚6cm）の連続が

認められる。発掘調査では、これらの土層のうち最下位の褐色土から礫群およびナイフ形石器、上

位の3層から細石刃が各々検出されている。

（2）第3トレンチ

ローム層の上位のいわゆる黒ボク土をよく観察することができたこの地点では、下位より褐色砂

質土（層厚29cm）、暗褐色土（層厚3cm）、褐色土（層厚1cm）、暗褐色土（層厚3cm）、黒褐色土

（層厚5cm）、黒色土（層厚8cm）、成層したテフラ層（層厚43cm）、褐色土（層厚12cm）、黒褐色

土（層厚12cm）、白色粗粒火山灰混じり黒褐色土（層厚8cm）、褐色土（層厚15cm）、黒褐色土（層

厚23cm）、褐色スコリア層（層厚16cm）、褐色粗粒火山灰混じり黒褐色土（層厚14cm）、白色粗粒火

山灰層（層厚6cm）、黒色土（層厚11cm）、褐色軽石層（層厚2cm，軽石の最大径4mm）、黒褐色

土（層厚13cm）の連続が認められた（第22図）。

これらの土層のうち、成層したテフラ層は下部の火山豆石混じり黄色軽石層（層厚3cm，軽石

の最大径5mm，火山豆石の最大径3mm）と上部の橙色細粒火山灰層（層厚40cm）から構成される。

このテフラ層は、その層相から約6，300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰層（K－

Ah，町田・新井，1978）に同定される。

3．テフラ検出分析

（1）分析試料と分析方法

上述2地点より採取されたテフラ試料および土壌試料合計7点について、テフラ検出分析を行っ

て示標テフラとの同定を試みた。分析の手順は次の通りである。

1）試料10gを秤量。

2）超音波洗浄装置により泥分を除去。

3）800Cで恒温乾燥。

4）実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を記載。
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（2）分析結果

テフラ検出分析の結果を第4表に示す。Cllグリッドの試料番号1では、軽石は風化しており

新鮮なものを認めることはできなかった。第3トレンチ試料番号6には、比較的発泡の良い灰色軽

石（最大径1．3mm）が、比較的多く認められた。試料番号5に軽石は検出されなかった。試料番号

4に含まれる軽石は風化を受けており、検出されなかった。試料番号3には、暗褐色スコリア（最

大径2．7mm）がとくに多く含まれている。試料番号2には、スポンジ状または繊維来状に良く発泡

した灰白色軽石（最大径2．4mm）がとくに多く含まれている。さらに試料番号1には、発泡のあま

り良くない褐色の軽石（最大径8．3mm）が多く含まれている。

これらのうち、第3トレンチ試料番号6は、軽石の特徴から縄文時代に桜島火山から噴出した軽

石の可能性が考えられる。試料番号5に軽石は検出されなかった。試料番号4に含まれる白色粗粒

火山灰については、層位から約3，000年前に霧島火山御池火口から噴出したと考えられている霧島

御池軽石（Kr－M，町田・新井，1992）に由来すると考えられる。なお、霧島御池軽石の年代につい

ては最近詳細な検討が行われ、軽石直下の土壌の放射性炭素年代測定（加速器質量分析法）により、

約4，200年前の測定値が得られている（奥野，1996）。

試料番号3のスコリア層は、層相やスコリアの岩相などから従来788（延暦7）年に霧島火山か

ら噴出したと推定されている霧島御鉢延暦テフラ（Kr－OhE，町田・新井，1992，高原スコリア：井

ノ上，1988）に同定されると考えられる。試料番号2に含まれる灰白色軽石は、軽石の岩相から

1471（文明3）年に桜島火山から噴出．した桜島文明軽石（Sz－3，小林，1986）に由来すると考えら

れる。さらに試料番号1の軽石は、層位や岩相などから1717（享保2）年に霧島火山から噴出した

霧島新燃享保軽石（Kr－SmK，町田・新井，1992，新燃岳軽石，井ノ上：1988）に同定される可能性

が大きいと考えられる。

4．屈折率測定

（1）測定試料と測定方法

Cllグリッドの試料番号1については屈折率の測定を行い、示標テフラとの同定の精度を向上

させることにした。測定は位相差法（新井，1972）による。

（2）測定結果

Cllグリッドの試料番号1には、斜方輝石のほか単斜輝石や磁鉄鉱が含まれている。斜方輝石

の屈折率（r）は、1．705－1．707（mode：1．706）である。このテフラは、重鉱物の組合せや斜方輝

石の屈折率などから、約1．6万年前以降に霧島火山から噴出した霧島小林軽石（Kr－Kb，伊田ほか，

1956）に由来すると考えられる。このことから、Cllグリッドで検出された礫群およびナイフ形

石器の層位はKr－Kbの下位、また細石刃の層位はKr－Kb降灰前後からその上位にある可能性が大き

い。

5．小結

上の原第1遺跡（B地区）の土層の堆積年代に関する資料を収集するために、地質調査および屈

折率測定を行った。その結果、いわゆるローム層中に霧島小林軽石（Kr－Kb，約1．6万年前以降）

起源の軽石が検出された。さらにその上位の黒ボク土中に、下位より桜島火山起源の縄文時代のテ
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フラ、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前）、霧島御池軽石（Kr－M，約4，200年前？）、霧島

御鉢延暦テフラ（Kr－OhE，788年）、桜島文明軽石（Sz－3，1471年）、霧島新燃享保軽石（Kr－SmK，

1717年）に対比される可能性の大きいテフラが検出された。Cllグリッドで検出された礫群およ

びナイフ形石器の層位はKr－Kbの下位、また細石刃の層位はKr－Kb降灰前後からその上位にある可

能性が大きいと考えられた。
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第4表上の原第1遺跡（B地区）のテフラ検出分析結果

地点　　　　　試料　　軽石の量　軽石の色調　軽石の最大径

Cllグリッド

3トレンチ 1

2

3

4

5

6

＋＋＋

＋＋＋＋

＋＋＋＋

風化

＋＋

褐

灰自

暗褐

灰

8．3

2．4

2．7

1．3

軽石にスコリアを含める．＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多

い，＋＋：中程度，＋：少ない，－：認められない．最大径の

単位は，mm．

第5表　上の原第1遺跡（B地区）の屈折率測定結果

地点　　　　試料　重鉱物　　　　　屈折率

Cllグリッド　10pX〉cpx，mt OpX（r）：1．705－1．707（1．706）

OpX：斜方輝石，CpX：単斜輝石，mt：磁鉄鉱．屈折率の測定は，位相

差法（新井，1972）による．（）の値は，mOdeを示す．
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（数字はテフラ分析の試料番号）

K－Ah

第22図　第3トレンチ（T3）土層柱状図
（数字はテフラ分析の試料番号）
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第2節　上の原第1遺跡（B地区）の植物珪酸体分析

1．はじ綻）に

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植

物が枯れたあとも微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪

酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培

植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，1987）。

2．試料

試料は、Cllグリッドの8点、第3トレンチの22点の計30点である。試料採取箇所を分析結果

の柱状図に示す。

3．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）をもとに、次の手順

で行った。

1）試料の絶乾（105℃・24時間）

2）試料約1gを秤量、ガラスビーズ添加（直径約40〝m・約0．02g）

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量

3）電気炉灰化法（550℃・6時間）による脱有機物処理

4）超音波による分散（300W・42KHz・10分間）

5）沈底法による微粒子（20〝m以下）除去、乾燥

6）封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成

7）検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下

で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚

分の精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビー

ズ個数の比率をかけて、試料1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個

あたりの植物体乾重、単位：10－5g）をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算

出した。イネ（赤米）の換算係数は2．94∴ヒエ属型（ヒエ）は8．40、ヨシ属（ヨシ）は6．31、ス

スキ属型（ススキ）は1．24、ネザサ節は0．48、クマザサ属は0．75である。

4．分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い、その結果を第6表および第22図～23図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を

示す。

〔イネ科〕機動細胞由来：イネ、ヒエ属型、キビ族型、キビ族型A（ェノコログサ属など）、モロコ

シ属？、ヨシ属、ススキ属型（ススキ属など）、ウシクサ族、ウシクサ族（大型）、シバ属、Cタイ

プ、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、クマザサ属型（おもにクマザサ属）、メダケ節型（メ

ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、タケ亜科（未分類等）
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その他：表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕ブナ科（シイ属）、クスノキ科（バリバリノキ？）、マンサク科（イスノキ属）、はめ絵パ

ズル状（ブナ科ブナ属など）、多角形板状（ブナ科コナラ属など）、その他

（1）C11グリッド

遺構確認面（試料1）から礫群・ナイフ形石器の包含層（試料8）までの層準について分析を行

った。その結果、全体的にクマザサ属型や棒状珪酸体が多量に検出され、ウシクサ族やネザサ節型

なども検出された。クマザサ属型は細石刃包含層の下層（試料6）で特に多くなっており、密度は

8万個／g以上にも達している。おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると、全体的にクマ

ザサ属型が卓越していることが分かる。

（2）第3トレンチ

現表土（試料1）から桜島起源の縄文時代のテフラの下層（試料22）までの層準について分析

を行った。

その結果、桜島起源のテフラの下層（試料21、22）では、棒状珪酸体やウシクサ族、クマザサ属

型が比較的多く検出され、ススキ属型やネザサ節型なども検出された。桜島起源のテフラの直下層

（試料20）から直上層（試料17）にかけては、クマザサ属型やウシクサ族が減少し、かわってネザ

サ節型が急激に増加して、試料18では密度が12万個／g以上にも達している。K－Ah直下層（試料

15、16）では、ネザサ節型はやや減少しているが、メダケ節型は増加傾向を示している。なお、試

料20ではキビ族型A（ェノコログサ属など）やモロコシ属？、試料18ではヒエ属型が検出された。

K－Ah層（試料12）およびK－Ah直上層（試料13）では、植物珪酸体はほとんど検出されなかった。

その上層（試料12）ではネザサ節型や棒状珪酸体が多量に検出され、ウシクサ族やメダケ節型な

ども比較的多く検出された。また、同層ではクスノキ科が出現している。Kr－M直下層（試料10、11）

でもおおむね同様の結果であるが、ブナ科（シイ属）やマンサク科（イスノキ属）が出現し、キビ

族型A（ェノコログサ属など）も検出された。

Kr－M直上層（試料7、8）ではネザサ節型が減少傾向を示し、ブナ科（シイ属）やマンサク科

（イスノキ属）が増加している。Kr－OhE直下層（試料4、5）ではウシクサ族やススキ属型が増加

しており、Kr－SmKの直下層（試料2）ではネザサ節型が増加している。Kr－SmKの直下層（試料2）

と直上層（試料1）ではイネが検出された。密度は1，000個／g前後と低い値である。

おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると、桜島起源の縄文時代のテフラより上位では、

おおむねネザサ節型が卓越していることが分かる。

5．植物珪酸体分析から推定される植生・環境

以上の結果から、上の原第1遺跡（B地区）における堆積当時の植生と環境について推定すると

次のようである。

礫群・ナイフ形石器の包含層から細石刃包含層にかけては、クマザサ属を主体とするイネ科植生

が継続されたものと考えられ、とくに細石刃包含層の下層ではクマザサ属の生育が旺盛であったも

のと推定される。クマザサ属は比較的寒冷なところに生育していることから、当時は寒冷な気候条

件下で推移したものと推定される。クマザサ属は常緑性であり、大半の植物が落葉または枯死する
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秋から冬にかけてはシカの重要な食物となっている（高槻，1992）。寒冷な気候の旧石器時代にク

マザサ属が豊富に存在したことは、当時の動物相を考える上でも大きな意味を持っている。

桜島起源の縄文時代のテフラの下層では、クマザサ属の減少にともなってネザサ節が急激に増加

したものと推定される。ネザサ節は比較的温暖なところに生育していることから、この時期に寒冷

から温暖への環境変化があった可能性が考えられる。このような植生変化は、関東周辺などの調査

例でも認められており（杉山ほか，1992、佐瀬ほか，1987）、いずれも約1万年前を境にクマザサ

属主体のイネ科植生からネザサ節・ススキ属を主体とする草原植生に移行している。今回の結果も

これと対応しているものと考えられ、西日本一帯の広い地域における環境変化を反映しているもの

として注目される。

なお、桜島起源の縄文時代のテフラの直下ではキビ族型A（ェノコ＿ログサ属など）やモロコシ属？、

直上ではヒエ属型が検出された。エノコログサ属にはアワが含まれ、ヒエ属型にはヒエが含まれる

が、現時点ではこれらの栽培種とエノコログサやイヌビェなどの野生種とを完全に識別するのは困

難である。これは、植物分類上でも両者の差異が不明確なためであるが、当時の生業を考える上で

重要な問題であることから、今後とも慎重に検討していく必要がある。

鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前）直下層では、ネザサ節が繁茂してメダケ節なども見

られるタケ亜科を主体としたイネ科植生が継続されたものと推定される。その後、鬼界アカホヤ火

山灰の堆積によって当時の植生は一時的に破壊されたと考えられるが、ネザサ節などのタケ亜科植

物は比較的早い時期に再生したものと推定される。また、この時期には周辺でクスノキ科などの照

菓樹が見られるようになったものと考えられる。

霧島御池軽石（Kr－M，約4，200年前？）直下層の時期は、おもにネザサ節が繁茂する状況であっ

たと考えられ、周辺にはシイ属やイスノキ属、クスノキ科などの照葉樹林が分布していたものと推

定される。

霧島新燃享保軽石（Kr－SmK，1717年）の上下層では、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われ

ていたものと推定される。遺跡の立地や周辺の植生から、ここで行われた稲作は畑作の系統（陸稲）

であった可能性が考えられる。
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第6表　植物珪酸体分析結果

検出密度（単位：Xl∞個／g）

分 類 群　 ＼　 試 料
第 3 トレンチ

1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8

ネ科

イネ

63　　 44　　 4 6　　 23　　 23　　 3 9　　 3 0　　　 7

15　　　 7

ヒエ属 型 7
キピ族 型A （〟コカーサ属 など ） 7　　　　　　　　　　 8　　　　　　　　　　　　　　 7　　 15　　　 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7

キビ族 型

モロ コシ属？ 15

ヨシ属 8
スス キ属型

ウシ クサ族型

～ク　 族型 A　大型 7　　　　　　　 8
ウソ　 サ　 土 （　 ）

シバ 属
C タイプ

8
8

15

タケ亜 科 ・

ネザ サ節型 7　　　 8　　　 8　　　　　　　 8　　 15
クマザサ属 型

メダケ節 型

未分類等 8

その他の イネ科

表皮毛起 源

棒状珪 酸体
茎部起 源 8 15　　 8　　　　　　　　　 7　　　　　　　　　 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7　　 7
束分 類等

木起源

ブ ナ科 （シ イ属 ）

）

ク スノキ科 （バ リパ リノキ？）
マ ンサク科 （イス ノキ属 ）

は め絵パ ズル状 （ブナ属な ど 15　　　　　　　　　　　　　　 8

多 角形板状 （コナ ラ属な ど） 7

そ の他
植物 珪酸体 総数

おもな分類群の推定生産盈（単位：kg／d・cm）

イネ 0 ．44　 0 ．22

ヒエ属 型 0 ．62

ヨシ属 0 ．47
スス キ属型

ネザサ 節型

クマザ サ原型

※試料の仮比重を1．0と仮定して算出。
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第23図　Cllグリッド植物珪酸体分析結果
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第Ⅳ章　まとめ

今回の調査では、小規模の調査ながら旧石器時代から古墳時代までの幅広い時期の遺構や遺物が

確認されている。その中でも特徴的なものについて検討していきたい。

ナイフ形石器について

ナイフ形石器については、縦長剥片を素材に二側線加工を施すものや一側線に加工を施すもの、

横長剥片を素材に一側線もしくは二側線に加工を施すものに細分できる。そのうち二側線加工を施

す一群は小型で幅狭な縦長剥片を素材にし、いずれも打面側に基部を設定し、折断や加工により打

面が除去されている。ナイフ形石器が小型化するという点より、ナイフ形石器群の中でも新しい様

相のものと考えられる。また横長剥片素材のものは全体的に厚みがあり、断面が三角形を呈する。

また表面および主要剥離面が同一方向から剥離されている特徴より、瀬戸内技法の影響を受けてい

ると考えられる。これらの2つの資料については、時期差が考えられ、そのうち小型で幅狭な縦長

剥片を素材のものが後出する（鎌田1997など）と考えられている。層位的にも、横長剥片素材のも

のがⅩⅣb層下位で確認されているのに対し、小型の縦長剥片のものが同層上位で出土する傾向が

認められることからも裏付けられる。

これらを踏まえ、この時期と捉えられている他の石器群と比較していくと、素材利用の点や大型

の縦長剥片の存在、剥片尖頭器や三稜尖頭器が認められない点等からみれば、岩戸遺跡Ⅵ層上部の

資料や前田遺跡の資料（ともに大分県）に近いと考えられる。しかし、これらの資料では基本的に

素材の形状をあまり変形させず、基部加工を行うために打面が残るものが多いのに対し、本遺跡の

ものは基部を中心に加工を行う点は共通するが、基部整形を行う際に打面部を完全に除去している

ことや基部のみ加工を施すものは3のみで、1や2の加工がそのまま先端部までがおよぶこと等の

相違点が認められる。こうした点を時期差とみるか地域差とみるか、資料の増加を待って検討して

いく必要がある。

細石刃石器群について

細石刃は4点確認されている。利用石材が貢岩や砂岩等、在地性の石材を利用していることや打

面を残す資料のうち、単剥離打面で構成されていること等から、これらの細石刃は船野型細石核や

畦原型細石核から作出された可能性が考えられる。

細石核は1点のみ確認されており、細石刃とは石材に違いが認められる。分割礫を素材に側面調

整をあまり加えない等の特徴から野岳・休場型細石核の範噂に含まれると考えられ、そのなかでも

打面を後方に傾斜させることから比較的古い様相を持つと考えられる。

縄文時代早期の土器について

縄文時代早期では、手向山式土器や平栴式土器等が確認されている。そのうち手向山式土器につ

いては、器形は口縁部が外反し、胴部が「く」字状に屈曲する。底部は上げ底ぎみの平底をもつこ

とや器面に施文される文様が山形の押型文の単一文様で構成されることから横手浩二郎氏の手向山

1式土器（横手1998）に相当する。

また平椿式土器については、29のように口縁部が肥厚し、端部が外に張り出すものや30・31の
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ように口縁部が肥厚し、断面が三角形を呈するものがみられる。文様は、口縁部では羽状文（29）

や短沈線文と連続刺突文との組み合わせ（30・31）がみられ、胴部には沈線文と連続刺突文とを組

み合わせるもの（33′～35）や結節縄文を施すもの（36・37）がみられる。これらの特徴から高橋信武

氏の平栴式I式土器（高橋1997）に相当するものと考えられる。

XII層下位の石器群について

ⅩⅡ層下位石器群については、39の土器が同一レベルで隣接して出土していることから、縄文時

代早期に含めたが、その大半が縦長剥片もしくは縦長剥片を素材にしたものであり、その表面に認

められる剥離の状態からは規則性や連続性が感じられる。現在のところ縄文時代早期までこのよう

な縦長剥片剥離技術が残るかどうかは不明な状況である。他に想定できる時期については同層で確

認されている遺物には細石刃石器群や縄文時代草創期が挙げられるが、県内では当該期に伴う他の

遺物については不明な点が多い。そのため他の地域のものをみていくと、細石刃石器群の時期では

松山遺跡や上下田遺跡（ともに大分県）において、船野型細石核に伴ってこの種の剥離技術が確認

されており、その可能性が考えられるが、周辺での良好な同時期の石器群が確認されるのを待って

検討していく必要がある。

磨製石剣について

磨製石剣はⅡ区・5号埋没谷内において、弥生時代終末から古墳時代の土器とともに確認されて

おり、その形態より長沼孝氏の分類によれば鉄剣形（Ib）に分類される。氏によれば縄文時代晩

期末から弥生時代中期後葉までみられ、福岡平野や遠賀川流域の地域で多くみられるとのことであ

る。

現在のところ、宮崎県内では新富町の持田中尾遺跡や八幡上遺跡（ともに新富町）で確認されて

いる程度であり、時期は持田中尾遺跡（鉄剣形、Ⅱb類）では弥生前期末～中期前半、八幡上遺跡

（同じく鉄剣形、Ⅱb類）では弥生中期末～後期前半とされている。こうしてみていくと磨製石剣

と一緒に出土している土器とでは時期的に開きが認められ、時期的に下るかどうかは類例を待って

検討する必要があるが、隣接する白ヶ野遺跡では弥生時代中期の遺物が確認されており、むしろそ

れらの遺物と伴う可能性のほうが高いと考えられる。

なお、報告書をまとめるにあたり、松本茂、重留康弘（宮崎県埋蔵文化財センター）の両氏には

石器実測やトレース等のご協力をはじめ、多くのご教示もいただいた。文末であるが記して謝意を

表したい。
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土層堆積状況（T3）

礫群全体写真（上空よの
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